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自然劇場

　９月 27 日から 28 日にかけて、カヤの平
高原でブナの植樹活動が行われました。令
和 4 年に村と森

も り

林の里親協定を締結してい
る株式会社モリアゲを始め、村民、ソフト
バンク株式会社、調布バスツアーの皆さん、
延べ 71 人が参加し、合計 498 本の稚樹を
掘り採り、植樹しました。

13 年目のブナの森づくり

令和７年は村制施行 70 周年
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昭
和
30
年　

３
つ
の
村
が
合
併
し
、
木
島
平
村
が
誕
生

昭
和
31
年　

有
線
放
送
電
話
施
設
全
村
に
完
備

昭
和
34
年　

木
島
平
民
謡
が
誕
生

昭
和
38
年　

木
島
平
ス
キ
ー
場
開
設

昭
和
41
年　

役
場
庁
舎
完
成

昭
和
49
年　

木
島
平
村
社
会
福
祉
協
議
会
発
足

昭
和
50
年　

木
島
平
村
体
育
館
完
成

　
　
　
　
　

村
の
花
に
「
福
寿
草
」
を
制
定

昭
和
54
年　

中
学
校
校
舎
完
成

昭
和
58
年　

馬
曲
に
野
天
風
呂
完
成

昭
和
60
年　

調
布
市
と
姉
妹
都
市
盟
約

　
　
　
　
　

第
１
回
夏
ま
つ
り
開
催

昭
和
63
年　

馬
曲
温
泉
公
園
開
園

平
成
７
年　

村
の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
「
ふ
う
太
」
決
定

　
　
　
　
　

村
の
木
に
「
け
や
き
」
制
定

平
成
８
年　

根
塚
遺
跡
か
ら
弥
生
の
鉄
剣
出
土

平
成
10
年　

長
野
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

　
　
　
　
　

聖
火
リ
レ
ー
が
行
わ
れ
る

　
　
　
　
　

根
塚
遺
跡
で
「
大
」
と
刻
ま
れ
た
土
器
発
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ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ア
ン
リ
皇
太
子
夫
妻
来
村

村制施行 70 周年
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●
村
民
会
館
閉
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●
村
の
地
下
水
保
全（
下
）

●「
馬
曲
温
泉
」開
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周
年
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●
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回
米
・
食
味
分
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鑑
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コ
ン
ク
ー
ル
：
国
際
大
会
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年
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あ
ゆ
み

●
地
域
密
着
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老
人
ホ
ー
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里
山
の
家　

木
島
平
」

●
村
長　

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

7
0

70

　木島平村は、昭和 30 年 2 月 1 日、穂高村、往郷村、上木島村の 3 村が合併
して誕生しました。これまでの 70 年を年表と写真で振り返ります。
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【
年
表
】

合併調印式

調布市姉妹都市盟約調印

第１回夏まつり

村体育館完成

有線放送電話施設

役場庁舎完成
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平
成
14
年　

ふ
る
さ
と
応
援
団
木
島
平
会
発
足

平
成
16
年　
「
有
機
の
里
づ
く
り
」
が
農
林
大
臣
賞
受
賞

平
成
17
年　

木
島
平
中
学
校
と
デ
ィ
ー
キ
ル
シ
ュ
中
等
学

　
　
　
　
　

校
が
姉
妹
校
盟
約
を
締
結

　
　
　
　
　

有
線
放
送
に
代
え
、
情
報
通
信
施
設
を
整
備

平
成
18
年　

デ
マ
ン
ド
交
通
運
行
開
始

平
成
21
年　

厳
選
木
島
平
米
「
村
長
の
太
鼓
判
」
販
売
開

　
　
　
　
　

始

平
成
22
年　

木
島
平
小
学
校
開
校

平
成
23
年　

３
・
11
東
日
本
大
震
災
、
３
・
12
長
野
県
北

　
　
　
　
　

部
地
震
が
発
生

平
成
24
年　

お
ひ
さ
ま
保
育
園
開
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平
成
27
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学
校
法
人
桐
朋
学
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と
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互
友
好
協
力
協
定

　
　
　
　
　

締
結

　
　
　
　
　

道
の
駅
Ｆ
Ａ
Ｒ
Ｍ
Ｕ
Ｓ
木
島
平
オ
ー
プ
ン

平
成
30
年　

一
般
社
団
法
人
木
島
平
観
光
振
興
局
設
立

令
和
元
年　

飯
山
高
校
野
球
部
が
甲
子
園
出
場

　
　
　
　
　

役
場
新
庁
舎
完
成

令
和
２
年　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
を
受
け
る
調

　
　
　
　
　

布
の
学
生
を
お
米
で
支
援

　
　
　
　
　

下
高
井
農
林
高
校
そ
ば
部
が
全
国
高
校
生
そ

　
　
　
　
　

ば
打
ち
大
会
団
体
戦
初
優
勝

令
和
３
年　
「
奥
信
濃
１
０
０
」
初
開
催

　
　
　
　
　

根
塚
遺
跡
「
三
韓
土
器
」
発
見

令
和
５
年　

も
の
つ
く
り
大
学
と
連
携
協
力
協
定
締
結

　
　
　
　
　

姉
妹
都
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交
流
「
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布
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の
会
」
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令
和
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年　

木
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平
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服
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ュ
ー
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根
塚
遺
跡
シ
ン
ポ
ジ
ウ
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開
催
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木島平小学校開校

ルクセンブルク
アンリ皇太子夫妻来村

ディーキルシュ中等学校
姉妹校盟約

下高井農林高校そば部初優勝調布市姉妹都市盟約 35 周年記念花火

桐朋学園相互友好協力協定

鉄剣出土

デマンド交通運行開始

村長の太鼓判出荷式

おひさま保育園開園
木島平中学校
制服リニューアル

三韓土器

調布友の会設立

FARMUS 木島平オープン

役場新庁舎完成
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令
和
６
年
度
一
般
会
計
の
決
算
額

は
、
歳
入
総
額
42
億
１
９
５
８
万
円

（
前
年
度
比
3.9
％
減
）、
歳
出
総
額

40
億
４
７
７
８
万
円
（
前
年
度
比
4.3
％

減
）
と
な
り
ま
し
た
。

 

令
和
７
年
度
へ
繰
り
越
し
た
財
源

１
２
９
０
万
円
を
差
し
引
い
た
実
質
収

支
額
は
、
１
億
５
８
９
０
万
円
と
な
り

ま
し
た
。

　

村
税
は
、
固
定
資
産
税
が
６
８
３
万

円
、
入
湯
税
が
77
万
円
増
加
し
た
も
の

の
、
定
額
減
税
に
よ
り
村
民
税
の
個
人
分
が

１
９
６
５
万
円
減
少
し
た
た
め
、
前
年
度
比

3.2
％
減
の
４
億
１
１
７
６
万
円
と
な
り
ま
し

た
。

　

歳
入
の
約
半
分
を
占
め
る
地
方
交
付
税

は
、
普
通
交
付
税
が
５
４
０
万
円
減
少
し
た

も
の
の
、
特
別
交
付
税
が
１
４
６
４
万
円
増

加
し
た
た
め
、
総
額
で
は
前
年
度
比
0.4
％
増

の
21
億
５
４
０
６
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

国
庫
支
出
金
で
は
、
物
価
高
騰
対
応
重
点

支
援
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
、
児
童
手
当
国

庫
負
担
金
の
増
な
ど
に
よ
り
、
前
年
度
比
9.2

％
増
の
２
億
７
１
７
３
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

基
金
等
繰
入
金
で
は
、
財
源
調
整
の
た

め
財
政
調
整
基
金
か
ら
２
億
４
１
６
４
万

円
繰
入
（
年
度
内
に
同
額
積
立
）
し
た

ほ
か
、
繰
上
償
還
の
た
め
減
債
基
金
か
ら

１
億
５
９
０
３
万
円
繰
入
、
ふ
る
さ
と
づ
く

り
基
金
か
ら
３
９
０
０
万
円
を
繰
入
し
て
い

ま
す
。

　

ふ
る
さ
と
納
税
寄
附
金
で
は
、
前
年
度
比

１
２
１
％
増
の
８
８
２
９
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

地
方
債
で
は
、
過
疎
対
策
事
業
債
が

５
０
３
０
万
円
、
辺
地
対
策
事
業
債
が

１
９
８
０
万
円
減
少
し
た
こ
と
に
よ
り
、
前

年
度
比
27
・
６
％
減
の
２
億
４
１
１
万
円
と

な
り
ま
し
た
。

歳   

入

42 億 1,958 万円

 固定資産税　1 億 9,883 万円、自動車税　2,486 万円、入湯税　117 万円
 村民税  　　  1 億 6,774 万円、たばこ税　1,916 万円

一般会計歳入 対前年度比 1 億 7,340 万円（3.9％）減

歳 入

地方債（4.8％）
2億 411 万円

地方譲与税等
交付金（4.6％）
1億 9,598 万円

繰越金（1.8％）
7489 万円

繰入金（10.5％）
４億 4,188 万円

依存財源（71.8％）
30 億 3,014 万円

自主財源（28.2％）
11 億 8,944 万円

村税（9.8％）
4億 1,176 万円

使用料・分担金
その他（6.2％）
２億 6,091 万円

国庫・県支出金（11.3％）
4億 7,599 万円

地方交付税（51.0％）
21 億 5,406 万円

用  
語  
の  
説  
明

▼
村
税

　

村
民
税
・
固
定
資
産
税
な
ど
の

　

税
金

▼
地
方
交
付
税

　

地
方
公
共
団
体
が
一
定
水
準
の

　

行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る

　

よ
う
に
国
か
ら
交
付
さ
れ
る
も
の

▼
地
方
債

　

事
業
を
行
う
た
め
国
や
金
融
機

　

関
か
ら
借
り
た
お
金

▼
自
主
財
源

　

村
税
や
施
設
使
用
料
、
各
種
手

　

数
料
な
ど
村
が
自
主
的
に
収
入

　

す
る
こ
と
の
で
き
る
お
金

▼
依
存
財
源

　

国
や
県
か
ら
の
補
助
金
な
ど
、

　

一
定
の
基
準
に
基
づ
き
交
付
さ

　

れ
る
村
が
収
入
額
を
決
め
ら
れ

　

な
い
お
金

▼
総
務
費

　

村
の
事
務
、
庁
舎
管
理
、
村
民

　

活
動
の
推
進
に
要
す
る
経
費

▼
民
生
費

　

児
童
、
高
齢
者
、
障
が
い
者
福
祉
、

　

福
祉
医
療
な
ど
に
要
す
る
経
費

▼
公
債
費

　

地
方
債
（
借
金
）
返
済
の
た
め

　

の
元
利
償
還
金
な
ど
の
経
費

決算概要
 令和６年度
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村税の内訳
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5

歳   

出

40 億 4,778 万円

一般会計歳出 対前年度比 1 億 8,031 万円（4.3％）減会計別決算の状況（単位：万円）
区分 会計名 歳入 歳出 差引

普通会計

一般会計 421,958 404,778 17,180

情報通信 6,272 6,087 185

奨学資金貸付事業 450 380 70

特別会計

後期高齢者医療 7,378 7,366 12

国民健康保険 52,212 51,948 264

介護保険 58,584 58,382 202

小水力発電 3,505 3,494 11

観光施設 135 135 0

公営企業
会計

水道事業
（収益事業勘定）

10,064 9,567 497

下水道事業
（収益事業勘定）

39,151 32,908 6,243

村
の
借
金
と
貯
金
の
状
況

◉
地
方
債
残
高
（
借
金
）

　

27
億
３
９
９
８
万
円

　
（
対
前
年
比
10
・
６
％
減
）

◉
基
金
残
高
（
貯
金
）

　

29
億
５
０
８
４
万
円

　
（
対
前
年
比
1.4
％
増
）

借金残高 貯金残高
平成 10 年 88 億 8,177 万円 23 億 6,934 万円
平成 15 年 65 億 9,830 万円 22 億 2,600 万円
平成 20 年 31 億 5,710 万円 17 億 8,725 万円
平成 25 年 30 億 4,716 万円 26 億　867 万円
平成 30 年 32 億 4,637 万円 29 億　528 万円
 令和５年 30 億 6,562 万円 29 億　994 万円
 令和６年 27 億 3,998 万円 29 億 5,084 万円0

20

40

60

80

100 借金残高

貯金残高

６年５年30 年25 年20 年15 年10 年

（億円）

土木費（13.7％）
５億 5,514 万円

公債費（12.8％）
5億 1,833 万円

商工費（4.5％）
１億 8,209 万円

農林水産業費（9.7%)
3 億 9,492 万円

教育費（9.4％）
３億 8,146 万円

衛生費（4.2％）
1億 6,892 万円

消防費（5.1％）
２億 668 万円

議会費（1.2％）
4,829 万円

災害復旧費（0.1％）
220 万円

歳 出 民生費（18.3％）
7億 4,135 万円

総務費（21.0％）
８億 4,840 万円

　

総
務
費
で
は
、
前
年
度
比
11
・
６
％
減
の

８
億
４
８
４
０
万
円
と
な
り
ま
し
た
。
給
付

金
・
定
額
減
税
一
体
支
援
事
業
（
定
額
減
税

分
）・
シ
ス
テ
ム
標
準
化
対
応
の
委
託
料
・

負
担
金
な
ど
で
す
。

　

農
林
水
産
業
費
で
は
、
前
年
度
比
10
・
２

％
増
の
３
億
９
４
９
２
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

ふ
る
さ
と
納
税
の
業
務
委
託
に
よ
り
ふ
る
さ

と
納
税
推
進
事
業
２
０
７
７
万
円
の
増
、
グ

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
改
修
工
事
な
ど
に
よ
り
グ

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
管
理
事
業
１
７
０
９
万
円

の
増
な
ど
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

商
工
費
で
は
、
前
年
度
比
12
・
４
％
減
の

１
億
８
２
０
９
万
円
と
な
り
ま
し
た
。
観
光

施
設
の
民
営
化
、
貸
付
に
よ
り
、
ス
キ
ー
場

施
設
管
理
事
業
９
４
１
万
円
の
減
、
馬
曲
温

泉
公
園
管
理
運
営
事
業
１
８
０
８
万
円
の
減

の
ほ
か
、
商
品
券
配
布
事
業
の
減
な
ど
に
よ

る
も
の
で
す
。

　

教
育
費
で
は
、
前
年
度
比
6.8
％
減
の

３
億
８
１
４
６
万
円
と
な
り
ま
し
た
。
屋
内

運
動
場
や
小
中
学
校
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
工
事
を
行

い
ま
し
た
。

　

公
債
費
で
は
、
繰
上
償
還
を

行
っ
た
た
め
、
前
年
度
比
3.5
％

増
の
５
億
１
８
３
３
万
円
と
な

り
ま
し
た
。

普通会計の地方債残高貯金の推移
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　長きに渡り、村民の方を含め多くの方に愛されてきた馬曲温泉ですが、施設の老朽化や物価高騰による
運営経費の増加もあり、現事業者による運営が終了することとなりました。今後温泉をどのようにするか、
村民の方のご意見を伺い、検討を進めます。　　　　　　　　　　　　　　　 【商工観光係　内線 135】

「馬曲温泉公園」開設から37 年
　　　温泉の存続について検討を進めます

　

馬
曲
温
泉
の
あ
ゆ
み

　

馬
曲
温
泉
は
昭
和
58
年
に
温
泉

ボ
ー
リ
ン
グ
が
成
功
し
、
臨
時
的

に
露
天
風
呂
が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。

　

山
間
の
露
天
風
呂
と
し
て
好
評

を
得
た
こ
と
か
ら
、
本
格
的
な
温

泉
施
設
の
整
備
が
進
め
ら
れ
、
村

民
の
保
養
や
地
域
活
性
化
の
拠
点

と
す
る
た
め
、
昭
和
62
・
63
年
に
、

現
在
の
「
馬
曲
温
泉
公
園
」
が
整

備
さ
れ
ま
し
た
。

　

馬
曲
川
の
水
資
源
を
生
か
し
た

水
力
発
電
所
を
併
設
し
、
そ
の
電

力
を
、
源
泉
の
揚
湯
や
加
温
に
使

用
す
る
な
ど
環
境
に
も
配
慮
し
た

施
設
と
し
て
運
営
を
開
始
し
ま
し

た
。

　

施
設
利
用
者
の
移
り
変
わ
り

　

昭
和
63
年
の
開
業
以
降
、
利
用
者
数

は
増
加
を
続
け
、
平
成
３
年
に
は
、
年

間
26
万
６
千
人
と
、
最
も
多
く
の
利
用

が
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
そ
の
後
は
、

全
国
各
地
で
温
泉
が
開
設
さ
れ
た
こ
と

か
ら
徐
々
に
減
少
し
、
近
年
で
は
年
間

５
万
人
程
度
と
な
っ
て
い
ま
す
。

馬曲温泉入湯者数の推移

0
5
10
15
20
25
30

Ｒ
６

Ｒ
４

Ｒ
３

Ｒ
２

Ｒ
１

Ｈ
30

Ｈ
25

Ｈ
20

Ｈ
15

Ｈ
10

Ｈ
３

( 万人 ) ※令和 5 年は休業していたため数値なし

昭和 33 年　毛無山周辺で基礎的な地質調査着手
昭和 35 年　北の入沢にて調査
昭和 45 年　本沢流域にて調査（～ 47 年）
昭和 50 年　調査報告書がまとまる
昭和 51 年　現地踏査実施（～ 53 年）
昭和 55 年　温泉予備調査実施
昭和 56 年　温泉精査
昭和 57 年　ボーリング工事着工
昭和 58 年　ケーシングパッカー工事
昭和 59 年　馬曲温泉露天風呂開湯
昭和 63 年　馬曲温泉公園オープン
平成   元年　いこいの家完成
平成 23 年　男性露天風呂拡張工事完成
令和  ５年　木島平観光株式会社による運営終了
令和  ６年　馬曲温泉株式会社により営業再開

昭和 59 年当時の露天風呂

リニューアル時の馬曲温泉

　

観
光
施
設
民
営
化

　
　

 

馬
曲
温
泉
を
民
間
貸
付
に

　

馬
曲
温
泉
は
、
令
和
４
年
度
ま
で
村

の
第
三
セ
ク
タ
ー
が
指
定
管
理
施
設
と

し
て
運
営
し
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
施
設
の
老
朽
化
に
伴
う
維

持
管
理
費
の
増
加
や
利
用
者
の
減
少
に

よ
り
、
村
は
令
和
４
年
に
「
公
共
施

設
等
総
合
管
理
計
画
」
を
改
訂
し
、

運
営
を
第
三
セ
ク
タ
ー
か
ら
民
間
事

業
者
へ
切
り
替
え
る
方
針
を
定
め
ま

し
た
。

　

こ
の
方
針
に
基
づ
き
、
同
年
10
月

に
譲
渡
先
を
決
め
る
た
め
の
公
募
プ

ロ
ポ
ー
ザ
ル
を
行
い
ま
し
た
が
、
譲

渡
に
は
至
ら
ず
、
翌
年
、
施
設
を
20

年
間
無
償
で
貸
し
付
け
る
条
件
に
切

り
替
え
て
再
度
公
募
を
行
い
、
新
た

な
民
間
事
業
者
を
運
営
者
と
し
て
選

定
し
、
令
和
６
年
４
月
に
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
現
在
に
至
っ
て
い

ま
す
。

馬曲温泉の沿革
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馬
曲
温
泉
の
こ
れ
か
ら

　

施
設
建
設
か
ら
37
年
が
経
過
し
、
経
年

的
な
劣
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。
特
に
内
湯

は
、
今
年
の
３
月
に
梁
が
崩
落
し
、
そ
れ

以
降
内
湯
施
設
の
閉
鎖
を
余
儀
な
く
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
崩
落
を
受
け
て
、
各
建
物
を
調
査

し
た
と
こ
ろ
、
地
盤
沈
下
に
よ
り
柱
や
床

に
傾
き
が
生
じ
て
お
り
、
大
規
模
な
改
修

が
必
要
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
源
泉
湯
量
の
減
少
に
伴
い
、

加
温
に
必
要
な
ボ
イ
ラ
ー
の
燃
料
費
が
物

価
高
騰
に
よ
り
増
加
し
た
こ
と
な
ど
も
重

な
り
、
施
設
運
営
は
厳
し
い
状
況
と
な
っ

て
い
ま
す
。
今
後
も
温
泉
施
設
と
し
て
継

続
し
て
運
営

す
る
た
め
に

は
、
多
額
の

費
用
を
要
す

る
見
込
で
す
。

◉
現
時
点
で
想
定
さ
れ
る
費
用

・
老
朽
化
建
物
の
解
体　

３
５
０
０
万
円

・
加
温
設
備
の
大
規
模
更
新　

　
　
　
　
　
　
　
　

１
億
２
０
０
０
万
円

　

現
運
営
事
業
者
に
よ
る

　
　
　
　

営
業
終
了
に
つ
い
て

　

村
と
運
営
事
業
者
で
あ
る
馬
曲
温
泉
株

式
会
社
と
の
協
議
の
結
果
、
将
来
的
に
設
備

の
大
規
模
改
修
や
、
次
年
度
に
向
け
た
追
加

の
運
営
補
助
金
が
無
け
れ
ば
、
運
営
継
続
は

困
難
で
あ
る
と
の
判
断
と
な
り
ま
し
た
。

　

９
月
議
会
に
補
正
予
算
と
し
て
運
営
補

助
金
１
０
０
０
万
円
を
計
上
し
ま
し
た
が
、

当
面
３
か
月
の
補
助
と
し
て
５
０
０
万
円

に
減
額
し
て
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
結
果
を
踏
ま
え
、
改
め
て
事
業
者

と
協
議
を
行
い
、
11
月
24
日
（
月
・
祝
）

を
も
っ
て
現
在
の
運
営
事
業
者
に
よ
る
営

業
を
終
了
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
11

月
の
営
業
は
、
土
日
祝
日
を
基
本
と
し
、

平
日
は
貸
切
要
予
約
が
あ
る
場
合
の
み
の

営
業
と
な
り
ま
す
。

　

現
在
の
運
営
事
業
者
に
よ
る
営
業
が
終

了
す
る
こ
と
に
併
せ
て
、
フ
ィ
ナ
ー
レ
イ

ベ
ン
ト
の
開
催
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

イ
ベ
ン
ト
の
詳
細
は
、
馬
曲
温
泉
公
式
ウ

ェ
ブ
サ
イ
ト
で
ご
確
認
い
た
だ
く
か
、
電

話
に
て
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◉
イ
ベ
ン
ト
の
問
合
せ
先

　

馬
曲
温
泉

　

電
話
０
２
６
９
（
８
２
）
４
０
２
８

　

今
後
の
方
向
性
を
検
討
す
る
た
め

に
、
村
民
の
方
か
ら
の
ご
意
見
を
伺

い
な
が
ら
、
方
針
を
決
定
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
次
の
日
程

で
説
明
会
を
行
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◉
日
に
ち　
　

月　
　

日
（
月
）

◉
時
間
お
よ
び
会
場

①
午
後
３
時
～

　

農
村
交
流
館　

ラ
ウ
ン
ジ

②
午
後
６
時
30
分
～

　

役
場
２
階　

第
１
会
議
室

※
申
込
み
は
不
要
で
す
。
当
日
参

　

加
で
き
る
会
場
へ
時
間
ま
で
に

　

お
集
ま
り
く
だ
さ
い
。

＊
本
説
明
会
の
他
に
、
各
地
区
で

　

開
催
さ
れ
る
地
区
づ
く
り
懇
談

　

会
で
も
説
明
を
さ
せ
て
い
た
だ

　

き
、
村
民
の
皆

　

さ
ん
の
ご
意
見

　

を
伺
わ
せ
て
い

　

た
だ
き
ま
す
。

運
営
説
明
会
を
開
催

―
―
―　

今
後
の
馬
曲
温
泉
に
つ
い
て　

―
―
―

馬曲温泉公園オープン時

　

馬
曲
温
泉
へ
の
ご
意
見
に
つ
い
て

は
、
説
明
会
以
外
で
も
次
の
方
法
で

公
募
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
意

見
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

◉
募
集
期
間

　

11
月
10
日
（
月
）
ま
で

◉
提
出
方
法

　

メ
ー
ル
ま
た
は
持
参

◉
提
出
先

　

商
工
観
光
係

　

詳
し
く
は
、
村
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

＊
今
後
も
、
馬
曲
温
泉
に
関
す
る

　

情
報
は
、
随
時
、
広
報
紙
や
ふ

　

う
太
ネ
ッ
ト
な
ど
で
お
知
ら
せ

　

し
ま
す
。

運
営
へ
の
意
見
公
募

村公式
ウェブサイト

10

27
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不
動
産
の
相
続
登
記
・
住
所
等

 

変
更
登
記
を
お
願
い
し
ま
す

　

相
続
登
記
が
さ
れ
ず
、
不
動
産
登
記
簿

で
所
有
者
が
わ
か
ら
な
い
「
所
有
者
不
明

土
地
」
が
全
国
で
増
え
、
周
辺
環
境
の
悪

化
な
ど
社
会
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
解
決
と
、
発
生
予
防
の
た

め
、
相
続
登
記
等
が
義
務
化

さ
れ
ま
す
。

◉
相
続
登
記
が
義
務
化

　

土
地
や
建
物
の
所
有
者
が
亡
く
な
っ
た

場
合
、
相
続
人
へ
の
名
義
変
更
が
令
和
６

年
４
月
１
日
か
ら
義
務
化
さ
れ
て
い
ま

す
。
相
続
を
知
っ
た
日
か
ら
３
年
以
内
に

登
記
を
し
て
く
だ
さ
い
。

◉
住
所
等
変
更
登
記
も
義
務
化

　

登
記
簿
上
の
所
有
者
が
氏
名
や
名
称
、

住
所
等
を
変
更
し
た
場
合
も
、
令
和
８
年

４
月
１
日
か
ら
２
年
以
内
に
登
記
が
義
務

に
な
り
ま
す
。
法
務
局
に
よ
る
「
ス
マ
ー

ト
変
更
登
記
」
も
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

村
も
登
記
情
報
を
も
と
に
所
有
者
変
更

や
課
税
を
行
っ
て
い
ま
す
。
４
月
に
送
付

し
た
固
定
資
産
税
課
税
明
細
書
を
ご
確
認

の
う
え
、
故
人
名
義
の
不
動
産
は
手
続
き

を
お
願
い
し
ま
す
。

【
税
務
係　

内
線
１
１
０
】

  「
わ
た
し
の
ご
み
の
ゆ
く
え
」

　
　
　

見
学
ツ
ア
ー
参
加
者
募
集

　

家
庭
か
ら
出
さ
れ
た
ご
み
の
ゆ
く
え

を
、
ご
み
処
理
施
設
の
見
学
を
通
し
て
学

ん
で
み
ま
せ
ん
か
。
今
回
は
、
プ
ラ
ご
み

を
リ
サ
イ
ク
ル
利
用
し
て
い
る
Ｃ
Ｐ
Ｒ
飯

山
工
場
と
、
ご
み
を
燃
や
し
た
際
に
出
る

焼
却
灰
を
埋
め
立
て
て
い
る
最
終
処
分
場

の
見
学
を
行
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
参
加

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◉
日
に
ち

　

11
月
13
日
（
木
）

◉
行
程

　

午
後
１
時
15
分　

役
場
集
合

　

午
後
５
時　

役
場
着

◉
参
加
費　

無
料

◉
交
通
手
段

　

マ
イ
ク
ロ
バ
ス

◉
定
員

　

20
名
（
先
着
）

◉
申
込
締
切

　

10
月
31
日
（
金
）

◉
申
込
方
法

　

生
活
環
境
係
ま
で
電
話
等
で
お
申
込
み

く
だ
さ
い
。
申
込
み
の
際
に
「
氏
名
」「
住

所
」「
電
話
番
号
」
を
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

◉
共
催

　

木
島
平
村
消
費
者
の
会

【
生
活
環
境
係　

内
線
１
２
３
】

CPR 飯山工場

   

教
育
長
に
関
孝た
か
し志 

さ
ん

　

村
議
会
９
月
定
例
会
で
教
育
長
人
事
が

同
意
さ
れ
、
関
孝
志
さ
ん
が
任
命
（
再
任
）

さ
れ
ま
し
た
。
任
期
は
令
和
7
年
10
月
1

日
か
ら
３
年
間
で
す
。

   

教
育
委
員
に
芳
川
文ふ
み
こ子
さ
ん

　

村
議
会
９
月
定
例
会
で
教
育
委
員
人
事

が
同
意
さ
れ
、
芳
川
文
子
さ
ん
が
任
命
（
再

任
）
さ
れ
ま
し
た
。
任
期
は
令
和
7
年
10
月

1
日
か
ら
4
年
間
で
す
。

【
子
育
て
支
援
係　

内
線
１
６
２
】

  

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
に

　
　
　
　
　
　
　

小
林
広ひ
ろ
あ
き明

さ
ん

　

村
議
会
９
月
定
例
会
で
固
定
資
産
評
価

審
査
委
員
人
事
が
同
意
さ
れ
、
小
林
広
明
さ

ん
が
任
命
（
新
任
）
さ
れ
ま
し
た
。
任
期
は

令
和
7
年
10
月
３
日
か
ら
３
年
間
で
す
。

【
税
務
係　

内
線
１
１
０
】

小林  広明さん
 （南鴨）

法務局
ウェブサイト

 

令
和
７
年
度
戦
没
者
・

 

満
州
開
拓
殉
難
者
追
悼
平
和
祈
念
式

　

先
の
大
戦
で
亡
く
な
ら
れ
た
戦
没
者
な

ら
び
に
満
州
開
拓
殉
難
者
を
追
悼
し
、
平

和
へ
の
誓
い
を
新
た
に
す
る
た
め
、
追
悼

平
和
祈
念
式
を
開
催
し
ま
す
。

今
年
の
平
和
祈
念
講
演
は
、
木
島
平

村
の
子
ど
も
達
が
村
内
の
戦
争
史
跡
や
満

蒙
開
拓
な
ど
を
題
材
に
し
た
平
和
学
習
を

通
し
て
、
戦
争
の
事
実
に
目
を
向
け
、
学

び
を
深
め
て
い
る
様
子
を
報
告
し
ま
す
。

終
戦
後
80
年
が
経
過
し
て
も
、
そ
の

体
験
を
風
化
さ
せ
る
こ
と
な
く
次
世
代
へ

継
承
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

一
般
の
方
も
ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す
。

◉
日
時　

11
月
７
日
（
金
）　

　
　
　
　

午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

◉
場
所　

若
者
セ
ン
タ
ー
（
研
修
室
）

◉
平
和
祈
念
式
の
内
容

○
平
和
祈
念
講
演

　
「
未
来
へ
つ
な
ぐ
記
憶
～
子
ど
も
た
ち

　
　
　
　

に
伝
え
た
い
戦
争
の
事
実
～
」

　

講
師　

山
屋　

秀ひ
で
お夫　

氏

　
　
　
　
（
村
人
権
同
和
教
育
指
導
員
）

　
　
　
　

木
島
平
中
学
校
２
学
年	

○
追
悼
式　

黙
と
う
、
献
花　

ほ
か

◉
持
ち
物　

献
花
用
の
花

※
送
迎
を
ご
希
望
の
方
は
10
月
31
日（
金
）

　

ま
で
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
健
康
福
祉
係　

内
線
１
２
４
】
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献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

全
国
で
は
年
間
百
万
人
以
上
が
輸
血
を

必
要
と
し
て
い
ま
す
が
、
若
年
層
を
中
心

に
献
血
者
が
減
少
し
、
将
来
の
血
液
不
足

が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　

血
液
は
人
工
的
に
作
れ
ず
長
期
間
の
保

存
も
で
き
な
い
た
め
、
継
続
的
な
献
血
が

欠
か
せ
ま
せ
ん
。
ぜ
ひ
、
村
で
行
う
こ
の

機
会
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◉
日
時　

11
月
13
日
（
木
）　

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分

◉
場
所　

木
島
平
村
保
健
セ
ン
タ
ー

◉
種
類　

全
血
献
血
（
４
０
０
㎖
）

◉
年
齢

○
男
性　

17
歳
～
69
歳

○
女
性　

18
歳
～
69
歳

※
65
歳
～
69
歳
の
方
は
、
60
歳
～
64
歳
の

　

時
に
献
血
を
し
た
こ
と
の
あ
る
方

◉
体
重　

男
女
と
も
50
㎏
以
上

◉
そ
の
他

・
献
血
カ
ー
ド
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

・
初
め
て
献
血
を
さ
れ
る
方
や
前
回
の
献

　

血
か
ら
期
間
が
空
い
て
い
る
方
は
、
本

　

人
確
認
の
た
め
運
転
免
許
証
な
ど
の
提

　

示
を
お
願
い
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

【
健
康
福
祉
係　

内
線
１
２
５
】

  

回
答
は
お
済
み
で
す
か

　
　
　
　
　

令
和
７
年
国
勢
調
査

◉
国
勢
調
査
と
は

　

日
本
に
住
む
全
て
の
人
と
世
帯
を
対
象

に
、
５
年
に
１
度
行
わ
れ
る
国
の
最
も
基

本
的
な
統
計
調
査
で
す
。
人
口
や
世
帯
数

を
は
じ
め
、
性
別
や
年
齢
別
、
産
業
別
な

ど
の
人
口
構
造
や
世
帯
構
成
、
居
住
状
況

を
明
ら
か
に
し
、
今
後
の
国
の
政
策
運
営

の
基
礎
資
料
と
す
る
重
要
な
調
査
で
す
。

◉
回
答
は
お
済
み
で
す
か

　

回
答
期
間
の
10
月
８
日
を
過
ぎ
て
も
回

答
が
確
認
で
き
な
い
方
に
は
、
調
査
員
が

回
答
の
お
願
い
に
伺
い
ま
す
。

◉
詐
欺
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

　

国
勢
調
査
で
は
、
金
銭
を
要
求
す
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
銀
行
口
座
の

暗
証
番
号
や
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
番
号
を

お
聞
き
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

調
査
員
は
、そ
の
身
分
を
証
明
す
る「
調

査
員
証
」
を
携
帯
し
て
い
ま
す
。

◉
調
査
票
が
届
い
て
い
な
い
場
合
は

　

令
和
７
年
国
勢
調
査
は
、
10
月
１
日
を

基
準
日
と
し
て
、
す
で
に
該
当
す
る
世
帯

へ
調
査
書
類
が
配
布
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

だ
届
い
て
い
な
い
世
帯
が
あ
り
ま
し
た

ら
、政
策
情
報
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
政
策
情
報
係　

内
線
１
１
５
】

  

新
増
築
・
取
壊
し
家
屋
の

　
　
　

  　

届
出
を
お
願
い
し
ま
す

　

家
屋
の
固
定
資
産
税
は
、
毎
年
１
月
１

日
現
在
の
所
有
者
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

　

新
築
や
増
築
、
取
壊
し
を
さ
れ
た
と
き

は
、税
務
係
ま
で
届
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

◉
新
築
・
増
築
を
さ
れ
た
場
合

　

年
内
（
12
月
31
日
ま
で
）
に
新
増
築
さ

れ
た
家
屋
の
所
有
者
に
は
、
来
年
度
か
ら

固
定
資
産
税
が
課
税
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
一
定
の
要
件
を
満
た
す
新
築
住

宅
に
つ
い
て
は
、
３
年
間
ま
た
は
５
年
間

の
固
定
資
産
税
額
の
軽
減
措
置
が
あ
り
、

県
税
の
不
動
産
取
得
税
に
つ
い
て
も
同
じ

く
軽
減
措
置
が
あ
り
ま
す
。

◉
取
壊
し
を
さ
れ
た
場
合

　

年
内
に
建
物
を
取
壊
し
た
と
き
は
、
来

年
度
か
ら
課
税
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
届
出
を
さ
れ
て
い
な
い
と
、

す
で
に
な
い
家
屋
が
課
税
の
対
象
と
し

て
残
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
家

屋
の
取
壊
し
を
さ
れ
た
と
き
は
、
年
末
ま

で
に
税
務
係
へ
届
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

◉
問
合
せ

〇
新
増
築
・
取
壊
し

　

税
務
係　

内
線
１
１
０

〇
不
動
産
取
得
税

　

長
野
県
総
合
県
税
事
務
所

　

電
話
０
２
６
（
２
３
４
）
９
５
０
５

【
税
務
係　

内
線
１
１
０
】

  
10
月
は
児
童
手
当
の
支
給
月
で
す

◉
振
込
日　

10
月
15
日
（
水
）

◉
支
給
対
象
月　

８
・
９
月
分

◉
支
給
額

○
０
～
３
歳
未
満

　

第
１
子
・
２
子　

１
万
５
千
円

　

第
３
子
以
降
※　

３
万
円

○
３
歳
～
高
校
生
年
代

　

第
１
子
・
２
子　

１
万
円

　

第
３
子
以
降
※　

３
万
円

※
第
３
子
以
降
の
増
額
は
要
件
が
あ
り
ま
す
。

　

ご
家
庭
の
状
況
に
次
の
変
更
が
あ
っ
た

方
は
、
子
育
て
支
援
係
へ
お
早
め
に
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

・
住
所
や
氏
名
（
村
外
に
住
民
票
が
あ
る

　

配
偶
者
や
児
童
を
含
む
）

・
婚
姻
や
離
婚
な
ど
に
よ
る
、
児
童
の
養

　

育
状
況

・
養
育
し
な
く
な
っ
た
こ
と
な
ど
に
よ
り

　

対
象
児
童
が
い
な
く
な
っ
た

・
受
給
者
の
加
入
す
る
年
金
状
況

・
受
給
者
や
配
偶
者
が
公
務
員
に
な
っ
た

・
第
３
子
増
額
の
カ
ウ
ン
ト
対
象
と
な
っ

　

て
い
る
19
～
22
歳
の
子
の
状
況

　
（
例
）
入
学
や
退
学
な
ど
進
学
先
の
状

　

況
が
変
わ
っ
た
、
退
職
や
就
職
、
結
婚

　

等
で
監
護
相
当
や
生
計
費
の
負
担
状
況

　

が
変
わ
っ
た　

な
ど

【
子
育
て
支
援
係　

内
線
１
６
２
】

村公式
ウェブサイト
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令
和
７
年
９
月
、
も
の
つ
く
り
大
学
か

ら
寄
贈
を
受
け
た
東
屋
の
移
築
工
事
が
終

了
し
、
役
場
前
芝
生
広
場
に
東
屋
が
完
成

し
ま
し
た
。

◉
も
の
つ
く
り
大
学
と
は

　

埼
玉
県
行
田
市
に
位
置
す
る
大
学
で
、

木
造
建
築
や
建
築
デ
ザ
イ
ン
、
ロ
ボ
ッ
ト

シ
ス
テ
ム
な
ど
、
建
築
、
設
計
、
も
の
づ

く
り
に
関
す
る
こ
と
を
実
践
的
に
学
ぶ
こ

と
の
で
き
る
大
学
で
す
。

◉
令
和
５
年
に
連
携
協
定
締
結

　

村
と
も
の
つ
く
り
大
学
は
、
令
和
５
年

５
月
に
村
の
地
域
活
性
化
と
大
学
の
教

育
・
研
究
の
充
実
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目

的
に
、
連
携
協
力
に
関
す
る
協
定
を
締
結

し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
、
小
中
学
校
の
教

職
員
を
対
象
と
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
研

修
等
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

今
回
寄
贈
さ
れ
た
東
屋
は
、
も
の
つ
く

り
大
学
建
設
学
科
の
実
習
で
、
学
生
の
手

に
よ
っ
て
制
作
さ
れ
た
も
の
で
、
連
携
協

定
の
証
と
し
て
大
学
か
ら
村
へ
譲
り
受
け

た
も
の
で
す
。
こ
の
東
屋
の
建
築
に
は
、

寺
や
神
社
な
ど
の
建
築
に
使
わ
れ
る
伝
統

的
な
工
法
が
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

◉
完
成
披
露
式

　

10
月
25
日
の
村
民
祭
の
際
に
、
完
成
披

露
式
を
行
い
ま
す
。
村
民
の
皆
さ
ん
の
憩

い
の
場
と
し
て
、
い
つ
で
も
ご
自
由
に
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

【
政
策
情
報
係　

内
線
１
１
５
】

も
の
つ
く
り
大
学
か
ら

   
役
場
前
芝
生
広
場
へ
東あ
ず
ま
や屋

移
築

役場前芝生広場に移築された東屋

改
葬
・
墓
じ
ま
い
の
際
は

　

役
場
で
事
前
に
手
続
き
を

　
「
墓
地
、
埋
葬
等
に
関
す
る
法
律
」

に
基
づ
き
、
お
墓
な
ど
に
納
骨
し
て
あ

る
遺
骨
を
他
の
墓
地
等
へ
移
す
場
合
に

は
、
事
前
に
役
場
で
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。

◉
「
改
葬
」
と
は

　

遺
骨
の
場
所
を
、
納
骨
堂
や
自
分
の

住
ま
い
の
近
く
の
墓
地
・
霊
園
へ
移
動

す
る
こ
と
で
す
。

◉
「
墓
じ
ま
い
」
と
は

　
「
お
墓
の
維
持
管
理
が
難
し
い
」、「
後

継
者
が
い
な
い
」
な
ど
の
理
由
か
ら
、

お
墓
で
の
供
養
を
終
わ
ら
せ
る
こ
と
で

す
。

◉
そ
の
他

　

お
墓
の
改
葬
・
墓
じ
ま
い
で
は
、
特

別
な
供
養
や
墓
石
の
撤
去
な
ど
も
必
要

に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
あ
ら
か
じ

め
菩ぼ
だ
い
じ

提
寺
や
石
材
店
な
ど
に
も
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
村
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

◉
手
続
き
の
流
れ

　

遺
骨
の
受
入
れ
先
（

移
動
先
）

を
決
定

　

次
の
３
つ
の
書
類
を
準
備
す
る

　

①
「
改
葬
許
可
申
請
書
」

　
　

遺
骨
が
納
骨
さ
れ
て
い
る
市
町
村
で

　

取
得
す
る
。
現
在
埋
葬
し
て
い
る
墓
地

　

の
管
理
者
か
ら
、
埋
葬
の
事
実
に
つ
い

　

て
の
証
明
が
必
要
。

　

②
改
葬
先
の
墓
地
が
確
認
で
き
る
書
類

　
　

受
入
れ
先
の
墓
地
の
使
用
許
可
証
も

　

し
く
は
永
代
使
用
許
可
証
、
墓
地
権
利

　

証
な
ど

　

③
申
請
者
の
本
人
確
認
が
で
き
る
書
類

　
　

運
転
免
許
証
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

　
　

 

ド
な
ど

　

取
得
し
た
す
べ
て
の
書
類
を

　

遺
骨
が
納
骨
さ
れ
て
い
る
市
町
村
へ

　

提
出
し
、「
改
葬
許
可
証
」
を
取
得

　

改
葬
許
可
証
を
受
入
れ
先
（

移
転
先
）

の

　

墓
地
の
管
理
者
へ
提
出

村公式
ウェブサイト

【
生
活
環
境
係　

内
線
１
２
１
】
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８
月
の
文
化
財
保
護
審
議
会
と
教
育
委

員
会
定
例
会
を
経
て
、
新
た
に
１
件
が
村

の
指
定
文
化
財
に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
指
定
さ
れ
た
の
は
、
中
島
区
の
水

穂
神
社
に
伝
来
し
、
昨
年
ふ
る
さ
と
資
料

館
に
寄
贈
さ
れ
た
「
妙
高
山
入に

ゅ
う
ぶ峰

先せ
ん
だ
つ達

旗
印
」
２
旗
で
す
。

   

妙
高
山
入
峰
先
達
旗
印
と
は

　

こ
の
２
つ
の
旗
印
の
う
ち
、
１
つ
は
戦

国
時
代
（
１
５
８
４
年
）
に
作
成
さ
れ
た

も
の
で
、
も
う
１
つ
は
江
戸
時
代
中
期

（
１
８
３
２
年
）
に
、
戦
国
時
代
の
旗
を

復
元
す
る
形
で
作
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　

戦
国
時
代
の
旗
に
は
、
当
時
こ
の
地
域

を
治
め
て
い
た
戦
国
武
将
・
市
川
信の

ぶ
ふ
さ
房
の

名
と
、
妙
高
山
の
仏
を
表
す
３
つ
の
梵ぼ

ん
じ字

が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
木
島
平
の
人
々
が
妙
高
山
を

信
仰
し
、
山
頂
参
拝
を
行
っ
て
い
た
風
習

が
、
す
で
に
戦
国
時
代
に
存
在
し
て
い
た

こ
と
を
示
す
、
た
い
へ
ん
貴
重
な
資
料
と

い
え
ま
す
。

   
妙
高
山
信
仰
と
登
山
行
事

　

妙
高
山
の
山
頂
に
は
、
阿あ

み

だ

弥
陀
如に

ょ
ら
い

来
が

祀
ら
れ
て
お
り
。
西さ

い
ほ
う方
極ご

く
ら
く楽
浄じ

ょ
う
ど土
の
象

徴
と
し
て
、
木
島
平
の
人
々
か
ら
厚
く
信

仰
さ
れ
て
き
ま
し
た

　

登
山
は
戦
国
時
代
以
降
、
毎
年
６
月

23
日
の
み
許
可
さ
れ
、
山
を
管
理
す
る

宝ほ
う
ぞ
う
い
ん

蔵
院
の
許
可
が
必
要
で
し
た
。
案
内
役

の
先
達
は
、
宝
蔵
院
か
ら
の
許
可
状
を
受

取
り
、
登
山
グ
ル
ー
プ
の
目
印
と
し
て
旗

印
を
掲
げ
ま
し
た
。こ
の
登
山
行
事
に
は
、

毎
年
数
百
人
が
参
加
し
、
地
域
の
大
き
な

行
事
と
な
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。

◉
先
達
旗
印
す
べ
て
が
文
化
財
に

　

現
在
、
木
島
平
村
に
は
５
つ
の
先
達
旗

印
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
新
た
に
２

旗
が
加
わ
っ
た
こ
と
で
、
す
べ
て
の
旗
印

が
村
指
定
文
化
財
と
な
り
ま
し
た
。

文
化
を
受
け
継
ぐ 

―
―

　

新
指
定
文
化
財
の
紹
介

【
生
涯
学
習
係

　

電
話
０
２
６
９
（
８
２
）
２
０
４
１
】

▲今回指定された「妙高山入峰先達旗印」

　

暗
い
夜
の
田
舎
道
の
大
切
さ

　

こ
ん
に
ち
は
。
地
域
お
こ
し
協
力
隊

の
村
田
で
す
。

　

私
が
勤
務
し
て
い
る
木
島
平
村
観
光

振
興
局
で
は
、
８
月
末
に
「
鬼き

じ
ま
だ
い
ら

島
平
ナ

イ
ト
ツ
ア
ー
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
こ

の
イ
ベ
ン
ト
は
当
局
の
代
表
理
事
で
ペ

ン
シ
ョ
ン
ア
ウ
ラ
の
西
谷
さ
ん
（
上
木

島
の
山
わ
ろ
）
が
主
体
と
な
り
企
画
し

た
イ
ベ
ン
ト
で
、
夜
の
田
舎
道
を
提

ち
ょ
う
ち
ん

灯

の
灯
り
だ
け
で
歩
き
、
妖
怪
が
出
没
し

そ
う
な
フ
ォ
ト
ス
ポ
ッ
ト
を
巡
っ
て
写

真
を
撮
り
ま
し
た
。

　

当
日
は
私
も
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
同
行

し
、
村
内
を
中
心
に
総
勢
20
名
を
超
え

る
皆
さ
ま
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し

た
。
参
加
者
の
中
に
は
、
妖
怪
に
詳
し

い
お
子
さ
ん
も
多
く
、
日
常
一
人
で
は

歩
く
こ
と
が
な
い
夜
の
田
舎
道
歩
き
を

和
気
藹あ

い
あ
い々

と
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
に
は
、
近
年
問
題
と

な
っ
て
い
る
光
害
な
ど
か
ら
木
島
平
村

の
豊
か
な
自
然
環
境
を
守
っ
て
い
く
た

め
に
「
夜
の
暗
さ
の
大
切
さ
に
つ
い
て

考
え
る
き
っ
か
け
を
作
り
た
い
」
と
い

う
企
画
者
の
熱
い
想
い
が
込
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

今
後
も
定
期
的
に
開
催
し
て
い
く
予

定
と
の
こ
と
な
の
で
、
皆
さ
ま
奮
っ
て

ご
参
加
い
た
だ
き
、
妖
怪
の
愉
快
さ
や

木
島
平
村
の
夜
に
感
じ
る
豊
か
な
自
然

環
境
の
魅
力
を
改
め
て
知
っ
て
い
た
だ

く
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

◀ナイトツアーの様子

村田　恵
めぐみ

地
域
お
こ
し
協
力
隊
通
信

問合せ 観光振興局
　　　　　0269(82)2800
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　木島平米は毎年「米・食味分析鑑定コンクール国際大会」に出品して
います。近年、出品数が増加している中で、平成 20 年から 17 年連続で
入賞しており、大変高い評価を得ています。自身のお米の客観的な評価
を確認し、来年の栽培に活かすためにも出品しませんか。

第 27 回   米・食味分析鑑定
コンクール国際大会

◉開催日　12 月６日（土）、７日（日）
◉会　場　茨城県つくばみらい市
　　　　　日本スポーツ振興パークみらい
◉審査方法
○１次審査　食味分析計と穀粒判別器の数値
　　　　　　による審査（食味値が85点以上、
　　　　　　玄米整粒度 75％以上で通過）
○２次審査　味度計の数値による審査
○最終審査　炊飯し審査員の食味による審査

米・食味
分析鑑定
コンクール
国際大会

◉出品方法　玄米２㎏に必要書類と出品料を添えて、
　　　　　　 受付日に産業企画係までお持ちください。

◉今年度から出品料の補助を開始します。
　米・食味分析鑑定コンクール国際大会のほか、全国的
な知名度を有する品評会等への出品料に
対して、上限５千円を交付します。
※交付要件や申請方法など詳しくは、村
　公式ウェブサイトをご確認ください。

受付日 発送日 出品料

① 10 月 15 日㈬、16 日㈭ 10 月 17 日㈮
4,500 円

② 10 月 21 日㈫、22 日㈬ 10 月 23 日㈭

③ 10 月 29 日㈬、30 日㈭ 10 月 31 日㈮ 5,000 円

【産業企画係　内線 143】

村公式
ウェブサイト

村では村民を対象に、健康増進および子育て支援を目的
として、村内２か所にあるスキー場のリフト券購入費用の
全額または一部を助成しています。ぜひご利用ください。　　

【商工観光係　内線 135】

対　象 補助リフト券 補助額 スノーリゾート　　
　　ロマンスの神様 The きじまスノーパーク

小学生

１日券 全額

学校を通じで各児童および
生徒にＩＣチケットを配布
します。

マイナンバーカード等の個
人を確認できるものを発券
所へ持参してください。中学生

高校生 学生証およびマイナンバーカード等の個人を確認できるも
のを各券売所に持参し、発券を受けてください。

年小～小学３年生
の保護者 10 回券×２ 全額 園児および児童１人につき２枚の引換券を配布します。

各券売所でリフト券と引換えてください。
全村民

（上記以外） シーズン券 ２万円 顔写真付き身分証明書を各発券所へ持参し申請してくださ
い。

リフト券の補助対象者と補助額

村民リフト券補助を行っています
◉リフト券の購入方法などの問合せ
・スノーリゾートロマンスの神様

電話 0269（82）3434
・The きじまスノーパーク

電話 0269（82）4150
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2025 「家庭の日」 フォトコンテスト結果発表
　「あなたにとっての『家庭』『家族』」をテーマに募集した「家庭の日フォトコンテスト」へのたくさん
のご応募ありがとうございました。審査の結果、大賞作品および入賞作品が決定しました。ご応募いただ
いたすべての作品を村民祭にて展示しますので、ぜひご覧ください。　　　　【子育て支援係　内線 161】

大賞作品
　「だんご３従

い と こ

姉弟」

◉受賞作品および村公式ウェブサイトへの掲載時期
　・大賞作品（10 月１日～ 11 月 30 日掲載）
　　「だんご３従

い と こ

姉弟」
　・入賞作品（12 月１日～ 12 月 31 日掲載）

　「パパまだかな～？」、「我が家の三姉妹」、「修行中！」
　「寝てるときは　仲良し (^^)」、「木島で蕎

そ ば

麦作り」
　「ふるさとの歴史に触れた歴女たち⁉」　

大賞・入賞作品はこちらから▶

　　  「家庭の日」とは

　木島平村では、毎月第 3 日曜日を「家庭の日」と定め、家庭
の大切さや家族の在り方について見つめなおすきっかけとなるよ
う取組みを進めています。

村公式
ウェブサイト

　

交
流
推
進
員
の
水
澤
祐ゆ

う
す
け介

で
す
。

　

10
月
４
日
、
５
日
に
調
布
・
木
島
平

交
流
ク
ラ
ブ
の
稲
刈
り
ツ
ア
ー
を
実
施

し
ま
し
た
。
今
回
は
、
小
さ
い
お
子
さ

ん
か
ら
80
代
の
方
ま
で
、
幅
広
い
年
代

の
皆
さ
ん
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

１
日
目  

博
物
館
見
学
・
稲
刈
り

　

初
日
は
、
山
梨
県
の
釈し

ゃ
か
ど
う

迦
堂
遺
跡
博

物
館
を
見
学
し
た
後
、
村
内
で
稲
刈
り

体
験
を
行
い
ま
し
た
。
稲
刈
り
で
は
、

毎
年
参
加
し
て
い
て
手
慣
れ
た
様
子
の

方
、
久
し
ぶ
り
の
作
業
に
懐
か
し
さ
を
感

じ
な
が
ら
取
組
む
方
、
初
め
て
の
体
験
に

戸
惑
い
な
が
ら
も
挑
戦
す
る
方
な
ど
、
そ

れ
ぞ
れ
の
ス
タ
イ
ル
で
作
業
を
楽
し
ま
れ

て
い
ま
し
た
。

　

途
中
、
あ
い
に
く
の
雨
に
見
舞
わ
れ
、

駆
け
足
で
の
作
業
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
が
、
特
に
初
め
て
参
加
し
た
子
ど
も
た

ち
に
と
っ
て
、
思
い
出
に
残
る
体
験
に
な

っ
て
い
れ
ば
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

　

２
日
目  
市
花
植
樹
・
村
内
ツ
ア
ー

　

翌
日
は
、
調
布
市
と
木
島
平
村
の
姉

妹
都
市
盟
約
40
周
年
を
記
念
し
、
村
役

157

場
前
に
調
布
市
の
花
で
あ
る
百
日
紅

（
さ
る
す
べ
り
）
の
木
を
植
樹
し
ま
し

た
。
例
年
８
月
に
見
頃
を
迎
え
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
そ
の
時
期
に
足
を
お
運
び
く

だ
さ
い
。

　

そ
の
他
に
も
、
村
の
キ
ノ
コ
工
場
見

学
、
直
売
所
で
の
買
い
物
、
農
村
交
流

館
で
の
調
布
友
の
会
と
の
交
流
、
ふ
る

さ
と
資
料
館
の
見
学
な
ど
、
例
年
よ
り

も
村
内
を
メ
イ
ン
と
し
た
内
容
で
ツ
ア

ー
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
回
ご
参
加
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん

が
、
５
年
後
、
10
年
後
に
再
び
訪
れ
、

植
え
た
百
日
紅
の
成
長
を
見
て
い
た
だ

け
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。▲百日紅の前で記念撮影

▲植樹の様子
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種類 重量 割合

も
え
る
ご
み

おむつ 1.95kg 7.6％

その他のもえるごみ 7.57kg 29.4％

プラスチック製品 0.14kg 0.5％

減
量

で
き
る
ご
み

生ごみ 9.37kg 36.3％

手つかず食品 1.94kg 7.5％

資
源
化
で
き
る
ご
み

新聞 0.23kg 0.9％

チラシ等の古紙 2.24kg 8.7％

プラ製容器包装 1.93kg 7.5％

布類 0.37kg 1.4％

ペットボトル 0.04kg 0.2％

空き缶 0.00kg 0.0％

 不燃ごみ 0.00kg 0.0％

▲ 令和７年９月実施
　対象：村でもえるごみとして出された１０袋を
　　　　無作為に抽出
　方法：もえるごみ袋の中身を調査し、はかりで
　　　　種類別に重さを計測し、重量比で計算

組成調査結果

　組成調査結果について

　もえるごみの量５％削減に向け、家庭から出されるもえ
るごみの状況を把握するため、組成調査を行いました。
　組成調査の結果、生ごみが全体の 36.3％と最も高い
割合を占め、手つかず食品と合わせ、減量できるごみが
43.8％という結果になりました。

　「生ごみ処理機」をご活用ください

　寒い季節は微生物の働きが弱くなり、生ごみの分解が
遅くなります。これからの寒い季節は、自宅の中で処理
が可能な生ごみ処理機が活躍します。
　村では処理機購入経費３分の２以内（上限５万円）を
補助しています。自身のライフスタイルに合った処理機
をご活用ください。

　手つかず食品をごみとして出さないために

　今回調査したもえるごみの中には、未開封で賞味期限
が切れている食品が多く見受けられました。食品ロスを
出さないための工夫を実践しましょう。

食品ロスを減らす方法
　　買い物に行く前に必要なものをチェック
　　必要なものをメモしたり、冷蔵庫の中を撮影したり
　してから買い物に行くことで二重買いを防げます。

　　冷蔵庫の収納を効率よく

　　食材を詰めすぎると、冷気が循環せず食品が傷みや
　すくなるうえ、食品を探す時間も長くなります。「透
　明容器を使って中身が見えるようにする」、「早く食べ
　きりたいものや使いかけの食材は目立つ場所に置く」
　など、収納ルールを決めておくとよいかもしれません。

　　無駄なく調理しよう

　　野菜は食べられる部分が多い食材です。「野菜の
　皮はきんぴら」、「根菜の葉はみそ汁の具やふりかけの
　材料」など、味が変われば飽きずに食べることができ
　るので、楽しく工夫して、無駄なく使い切りましょう。

組成もえるごみの 調査結果

①古紙交換会（午前９時～午後３時）
　古紙の種類、重さごとにトイレットペー
パーと交換します。
　・段ボール、雑誌・雑紙、新聞１kg
　・紙パック５枚
※１家庭につき上限５ロールです。
②オリジナルエコバック作り

（午前９時 30 分～正午、場所：役場ロビー）
　バッグにアルクマのスタンプを押したり、
自由に絵を描いたりして自分だけのバッグ
を作りましょう。
※場所については、村民祭の折込チラシを
　ご覧ください。

環境フェアのお知らせ

【生活環境係　内線 123】
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マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

　
　
　
　
更
新
を
忘
れ
ず
に

電子証明書の更新

　マイナンバーカード交付から 5 回
目の誕生日までに、マイナンバーカー
ドに搭載されている電子証明書の更新
が必要です。
◉更新方法　
　下記の持ち物を持って、役場窓口へ
お越しください。
◉必要書類
・マイナンバーカード
・有効期限通知書
・暗証番号（英数字 6 ～ 16 桁の署名
　用電子証明書暗証番号、数字４桁の
　利用者証明用電子証明書暗証番号）

　マイナンバーカード交付から 10 回
目（18 歳未満の場合は５回目）の誕
生日までに、マイナンバーカードの更
新が必要です。
◉更新方法　次のいずれかの方法
・スマートフォン　・パソコン
・郵送　・役場窓口
◉必要書類
・交付申請書　・顔写真　など
※申請方法によって異なります。
◉注意事項
　申請してからカードができるまでに
１か月ほどかかります。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
更
新
手
続
き

が
必
要
な
方
に
は
、
有
効
期
限
の
１
～
３

か
月
前
に
「
有
効
期
限
通
知
書
」
が
郵
送

さ
れ
ま
す
。
忘
れ
ず
に
更
新
手
続
き
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

① カード本体の更新②

【
生
活
環
境
係　

内
線
１
２
２
】
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「有効期限通知書」

暗
証
番
号
を
忘
れ
た

役場で再設定できます。
マイナンバーカードと本人確認書類をお
持ちください。
※本人以外（代理人）が手続きする場合
　は、当日の再設定はできませんのでご
　注意ください。

電
子
証
明
書
と
は
？

◉署名用電子証明書
e-Tax 等の電子申請、インターネットの
文書作成や送信などで利用します。
◉利用者証明用電子証明書
マイナ保険証の利用や住民票のコンビニ
交付などで利用します。

マイナンバーカード専用窓口臨時開設

午後５時 15 分
～午後 7 時 15 分

　開庁時間での来庁が難しい方は、ぜひこの機会をご利用くだ
さい。※両日とも予約をしてからお越しください。
◉予約先　生活環境係　0269（82）3111（内線 122）
◉予約方法　平日午前８時 30 分～午後５時の間に電話にて
　　　　　　希望の日時をお知らせください。

10/ 17 10/ 25（金） （土）
午前 9 時～正午

（村民祭）
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【子育て支援係　内線 161】

◉
保
育
園
の
定
員
と
受
入
年
齢

○
定
員　

１
６
０
人

○
受
入
年
齢　

生
後
６
か
月
か
ら

◉
開
所
時
間
（
月
曜
日
～
土
曜
日
）

　

午
前
７
時
30
分
～
午
後
７
時
00
分

◉
保
育
時
間

　
（
就
労
時
間
に
よ
り
次
の
い
ず
れ
か
）

○
保
育
標
準
時
間（
月
曜
日
～
土
曜
日
）

　

午
前
７
時
30
分
～
午
後
６
時
30
分

○
保
育
短
時
間
（
月
曜
日
～
土
曜
日
）

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分

◉
保
育
料

　

保
護
者
の
住
民
税
等
に
よ
り
決
定
し

ま
す
。
入
園
児
の
年
齢
や
世
帯
の
子
ど

も
の
数
に
よ
り
減
免
さ
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
村
公
式
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

◉
希
望
保
育
の
実
施

　

す
べ
て
の
土
曜
日
を
希
望
保
育
と

し
、
申
込
制
に
よ
る
保
育
を
実
施

◉
延
長
保
育　

　

月
単
位
ま
た
は
１
日
単
位
で
利
用

○
実
施
時
間

朝　

午
前
７
時
30
分
～
午
前
８
時
30
分

夕
方　

午
後
４
時
30
分
～
午
後
７
時

◉
緊
急
保
育
・
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
保
育

　

保
育
園
に
入
園
し
て
い
な
い
未
就
学

児
を
対
象
に
一
時
的
に
保
育
す
る
制
度

で
す
。

○
１
か
月
の
利
用
日
数

　

緊
急
保
育　

12
日
ま
で

　

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
保
育　

４
日
ま
で

○
利
用
方
法

　

保
育
園
へ
直
接
お
申
込
く
だ
さ
い
。

◉
信
州
や
ま
ほ
い
く
の
取
組
に
つ
い
て

　

お
ひ
さ
ま
保
育
園
は
、
信
州
や
ま
ほ

い
く
（
信
州
型
自
然
保
育
）
の
認
定
を

受
け
、
自
然
の
中
で
全
身
を
使
っ
た
楽

し
い
遊
び
を
た
く
さ
ん
行
っ
て
い
ま
す
。

　

様
々
な
自
然
体
験
を
通
じ
て
子
ど
も

た
ち
の
心
が
揺
り
動
か
さ
れ
、楽
し
み
、

驚
き
等
々
の
感
情
を
日
常
的
に
経
験
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
子
ど
も
た
ち
の
豊

か
な
感
性
を
育
み
、
自
己
肯
定
感
を
高

め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

保
育
園
の
概
要

令和８年度
　おひさま保育園
　　新入園児募集

　

来
年
４
月
か
ら
お
ひ
さ
ま
保
育
園
へ

入
園
を
希
望
さ
れ
る
未
就
学
児
の
申
込

み
を
受
け
付
け
ま
す
。

　

年
度
途
中
の
入
園
は
随
時
受
け
付
け

て
い
ま
す
が
、
職
員
の
配
置
や
ク
ラ
ス

の
受
け
入
れ
準
備
な
ど
の
た
め
、
お
待

ち
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
今
回

の
申
込
期
間
に
で
き

る
だ
け
お
申
込
み
く

だ
さ
い
。

申
込
方
法

◉
必
要
書
類

①
申
込
書

②
就
労
証
明
書

◉
申
込
書
の
配
付
お
よ
び
提
出
先

・
お
ひ
さ
ま
保
育
園

・
役
場
窓
口
（
子
育
て
支
援
係
）

◉
申
込
期
限

　

10
月
31
日
（
金
）
ま
で

※
２
月
上
旬
頃
に
面
接
予
定
を
し
て
い

　

ま
す
。
通
知
は
後
日
送
付
し
ま
す
。

◉
問
合
せ

・
お
ひ
さ
ま
保
育
園

　

電
話
０
２
６
９
（
８
２
）
１
５
１
５

・
子
育
て
支
援
係

　

電
話
０
２
６
９
（
８
２
）
３
１
１
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

内
線
１
６
１

村公式
ウェブサイト

子育て応援
ページ

やまほいく
ウェブサイト
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きじま平っ子ホット情報

保育園

小学校

中学校

０
・１
・２
歳
児

祖
父
母
参
観

子
ど
も
の
た
め
の

音
楽
会

東
大
生
の
教
育
実
習

　

９
月
６
日
、
お
ひ
さ
ま
保
育
園
で

は
３
歳
未
満
児
の
そ
れ
ぞ
れ
の
ク
ラ

ス
で
祖
父
母
参
観
を
行
い
ま
し
た
。

　

１
歳
児
ク
ラ
ス
の
祖
父
母
参
観
で

は
、
様
々
な
色
の
ポ
リ
袋
を
つ
な
げ

た
も
の
を
祖
父
母
の
皆
さ
ん
に
上
下

に
動
か
し
て
も
ら
い
、
子
ど
も
た
ち

は
そ
の
下
に
嬉
し
そ
う
に
入
っ
て
遊

ん
で
い
ま
し
た
。

　

祖
父
母
の
皆
さ
ん
に
参
観
い
た
だ

き
、
と
っ
て
も
嬉
し
い
反
面
、
い
つ

も
と
違
う
雰
囲
気
に
ち
ょ
っ
と
戸

惑
っ
た
子
ど
も
た
ち
で
す
が
、
遊
び

が
始
ま
る
と
嬉
し
そ
う
な
笑
顔
が
い

っ
ぱ
い
で
大
満
足
の
様
子
で
し
た
。

　

８
月
28
日
、
６
年
生
は
長
野
市
ホ

ク
ト
文
化
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
た
「
子

ど
も
の
た
め
の
音
楽
会
」
に
参
加
し

ま
し
た
。楽
器
の
音
色
は
も
ち
ろ
ん
、

演
奏
者
の
表
情
か
ら
も
音

楽
を
感
じ
て
く
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

雨
天
お
よ
び
暑
さ
対
策
の
た
め
松

代
小
学
校
を
お
借
り
し
て
昼
食
を
食

べ
、
そ
の
後
、
真
田
宝
物
館
で
社
会

見
学
を
し
ま
し
た
。
甲
か
っ
ち
ゅ
う冑
を
着
た
り

特
大
パ
ズ
ル
を
し
た
り
と
楽
し
み
な

が
ら
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

東
大
生
に
よ
る
教
育
実
習
が
８
月

25
日
か
ら
９
月
12
日
ま
で
実
施
さ
れ

ま
し
た
。

　

今
年
度
は
６
名
の
東
大
生
（
理
科

３
名
、
社
会
３
名
）
が
実
習
を
行
い

ま
し
た
。
始
め
の
う
ち
の
授
業
は
緊

張
し
て
い
ま
し
た
が
、
生
徒
と
触
れ

合
う
中
で
、
生
徒
と
共
に
授
業
づ
く

り
を
し
て
い
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

休
み
時
間
に
一
緒
に
遊
ん
だ
り
部

活
動
に
参
加
し
た
り
す
る
姿
も
見
ら

れ
、
生
徒
の
中
に
飛
び
込
ん
で
学
ぶ

姿
が
あ
り
ま
し
た
。
９
月
５
日
に
は

研
究
授
業
を
行
い
、
実
習
担
当
教
官

の
東
大
の
藤
江
先
生
に
ご
指
導
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

保育園、小学校、中学校で、すくすく
と育っている村の子どもたちの授業や
取組み、行事の様子を紹介しています。　　

【子育て支援係　内線１６２】

祖父母参観の様子

ホクト文化ホール前での集合写真

教育実習生の授業風景
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秋
の
ク
マ
の
特
性

◉
冬
眠
に
備
え
て
エ
サ
を
探
し
回
る

　

ド
ン
グ
リ
な
ど
が
不
作
の
年
は
、
エ

サ
を
求
め
て
人
里
に
出
没
し
、
カ
キ
や
ク

リ
を
食
べ
ま
す
。

◉
11
月
中
旬
頃
か
ら
冬
眠
期

　

ク
マ
は
、
倒
木
の
根
本
、
木
の
根
と

地
面
と
の
す
き
間
、
岩
穴
、
樹
洞
な
ど
で

冬
眠
し
ま
す
。
入
山
時
は
近
寄
ら
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

ク
マ
と
遭
遇
し
な
い
た
め
に

◉
音
の
出
る
も
の
を
携
帯

　

人
の
気
配
を
感
じ
た
ク
マ

は
自
ら
避
け
て
く
れ
る
た
め
、 

ク

マ
避
け
鈴
、
ラ
ジ
オ
、
笛
な
ど
音
の
出
る

物
を
鳴
ら
し
な
が
ら
行
動
し
ま
し
ょ
う
。

◉
朝
夕
に
行
動
せ
ず
、
複
数
人
で
行
動

　

朝
夕
は
ク
マ
が
活
発
に
活
動
す
る
時

間
帯
で
す
。
こ
の
時
間
帯
に
山
中
に
入
る

こ
と
は
避
け
ま
し
ょ
う
。
ま
た
１
人
で
は

な
く
、
複
数
人
で
行
動
し
ま
し
ょ
う
。

◉
周
囲
を
確
認
し
な
が
ら
移
動

　

キ
ノ
コ
を
採
る
森
に
は 

ド
ン
グ
リ
を

探
す
ク
マ
が
現
れ
ま
す
。
キ
ノ
コ
採
り
に

夢
中
に
な
り
す
ぎ
な
い
よ
う
注
意
し
ま
し

ょ
う
。

◉
食
べ
物
の
匂
い
を
漏
ら
さ
な
い

　

キ
ャ
ン
プ
や
登
山
な
ど
で
山
に
食
べ

物
を
持
ち
込
む
際
は
、
匂
い
の
漏
れ
な
い

袋
な
ど
に
密
閉
し
た
り
、
残
っ
た
食
材
は

放
置
せ
ず
持
ち
帰
る
な
ど
、
ク
マ
を
誘
引

し
な
い
心
が
け
が
必
要
で
す
。
人
の
食
べ

物
の
味
を
覚
え
た
ク
マ
は
危

険
を
冒
し
て
も
出
没
を
繰

り
返
す
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

里
地
に
ク
マ
を
寄
せ
付
け
な
い

　

秋
に
は
、
カ
キ
や
ク
リ
、
リ
ン
ゴ
な
ど

豊
か
な
実
り
が
あ
り
ま
す
が
、
放
置
し
て

し
ま
う
と
ク
マ
を
誘
引
し
て
し
ま
い
ま

す
。
収
穫
し
な
い
果
樹
は
あ
ら
か
じ
め
伐

採
す
る
こ
と
、
畑
や
果
樹
園
等

の
周
囲
に
は
電
気
柵
を

設
置
す
る
こ
と
、
ヤ
ブ

は
刈
り
払
っ
て
見
通
し

を
確
保
す
る
な
ど
、
ク
マ
を
寄
せ
付
け
な

い
対
策
を
と
り
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
生
ゴ
ミ
も
ク
マ
の
エ
サ
で
す
。

一
度
餌
付
い
て
し
ま
う
と
そ
の
場
所
に
執

着
す
る
よ
う
に
な
り
、
人
に
見
つ
か
る
こ

と
を
恐
れ
な
く
な
り
、
人
身

事
故
の
可
能
性
が
高
ま
り

ま
す
。

　

戸
締
り
の
徹
底
を

　

住
宅
や
車
庫
へ
ク
マ
に
入
り
込
ま
れ
な

い
よ
う
、
戸
締
り
を
行
い
、
人
身
事
故
が

起
き
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

今
年
は
ク
マ
の
餌
と
な
る
ド
ン
グ
リ
が

不
作
の
た
め
、
例
年
よ
り
人
里
へ
の
出
没

が
多
く
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
予
期

せ
ぬ
ク
マ
と
の
遭
遇
に
十
分
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

秋
の
ク
マ
に
注
意

【
農
林
係　

内
線
１
３
２
】

けものおと２

▲ iPhone ▲ Android

ＩＤ
　nagano

ツキノワグマの目撃情報が
一目でわかるスマートフォンアプリ

【利用方法】
①下記二次元コードからダウンロード
②ＩＤとパスワードを入力

パスワード
　nagano

  

国
民
年
金
保
険
料
は
全
額

     

社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
で
す

◉
控
除
対
象
と
必
要
書
類

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
所
得
税
お
よ
び

住
民
税
の
申
告
で
は
、
そ
の
年
の
１
月
か

ら
12
月
ま
で
に
納
め
た
保
険
料
の
全
額
が

社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

控
除
を
受
け
る
た
め
に
は
、
納
め
た
こ
と

を
証
明
す
る
書
類
の
添
付
が
必
要
で
す
。

◉
証
明
書
の
送
付

　

こ
の
た
め
、
令
和
７
年
１
月
～
令
和
７

年
９
月
ま
で
の
間
に
国
民
年
金
保
険
料
を

納
付
さ
れ
た
方
に
は
、
11
月
上
旬
に
日
本

年
金
機
構
か
ら
「
国
民
年
金
保
険
料
控
除

証
明
書
」
が
送
ら
れ
ま
す
の
で
、
申
告
書

の
提
出
の
時
に
は
必
ず
こ
の
証
明
書
ま
た

は
領
収
書
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

※
た
だ
し
、
10
月
～
12
月
31
日
ま
で
の
間

　

に
納
付
さ
れ
た
方
に
は
、
２
月
上
旬
に

　

送
付
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
で
事
前
に
電

子
送
付
希
望
の
登
録
を
行
っ
た
方
は
電
子

送
付
さ
れ
ま
す
。

【
生
活
環
境
係　

内
線
１
２
１
】

日本年金機構
公式ウェブサイト
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農地に２年以内に家を建てる予定の方は

　　令和７年度中に農振青地除外の手続きを

有 

料 

広 

告

窓リフォームが補助金で半額相当

今年が最後のチャンス !!先進的窓リノベ

Tel　0269（82）2201　Fax　0269（82）3146
Mail　zyuuken@miy.janis.or.jp㈲ヤマザキ住研

夏は涼しく 冬は暖かく 光熱費削減

\  村民の方は特典付き！　詳しくは下記まで  /

■
令
和
８
年
に
計
画
見
直
し

　

令
和
８
年
度
中
に
木
島
平
村
農

業
振
興
地
域
整
備
計
画
の
総
合
見

直
し
を
行
い
ま
す
。
前
回
の
見
直

し
か
ら
10
年
が
経
過
し
、
村
を
取

り
巻
く
情
勢
の
変
化
な
ど
に
よ
る

農
業
振
興
の
方
向
性
を
再
検
討
す

る
た
め
で
す
。

■
村
農
業
振
興
地
域
整
備
計
画

　

農
業
振
興
地
域
の
整
備
に
関
す

る
法
律
に
基
づ
き
、
農
業
を
振
興

す
べ
き
地
域
の
指
定
と
当
該
地
域

に
お
け
る
農
業
的
整
備
の
た
め
の

施
策
を
計
画
的
に
推
進
す
る
こ
と

を
目
的
に
定
め
た
計
画
で
す
。

■
農
振
青
地

　

農
業
振
興
地
域
の
う
ち
、
優
良

な
条
件
を
備
え
て
い
る
集
団
的
農

地
で
「
農
用
地
区
域
」
に
指
定
さ

れ
、
原
則
的
に
農
地
以
外
の
用
途

と
し
て
利
用
で
き
な
い
農
地
の
こ

と
を
農
振
青
地
と
い
い
ま
す
。

　

や
む
を
得
ず
農
地
以
外
へ
転
用

等
す
る
必
要
が
あ
る
場
合
は
、
一

定
の
要
件
を
満
た
す
場
合
に
限

り
、
申
請
に
よ
り
農
振
青
地
か
ら

除
外
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
　

自
分
の
農
地
が
農
振
青
地
か

　
　

分
か
ら
な
い

　
　

ご
自
身
の
農
地
が
農
振
青
地

　
　

か
ど
う
か
分
か
ら
な
い
場
合

　
　

は
、
農
林
係
へ
ご
相
談
く
だ

　
　

さ
い
。

　
　

申
請
す
れ
ば
必
ず
除
外
さ
れ

　
　

る
の
か

　
　

農
振
青
地
の
除
外
・
編
入
に

　
　

つ
い
て
は
一
定
の
要
件
を
満

　
　

た
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ

　
　

の
た
め
、
必
ず
希
望
ど
お
り

　
　

に
な
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
の

　
　

で
お
含
み
お
き
く
だ
さ
い
。

　
　

申
請
の
受
付
再
開
は
い
つ

　
　

申
請
受
付
再
開
は
令
和
９
年

　
　

４
月
１
日
を
予
定
し
て
い
ま

　
　

す
。

　　

詳
し
く
は
、
農
林
係
へ
お
問
い

合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、
村
公
式
ウ

ェ
ブ
サ
イ
ト
を
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

【
農
林
係　

内
線
１
３
３
】

　

通
常
は
随
時
受
け
付
け
て
い
る
農

振
青
地
の
除
外
お
よ
び
編
入
申
請
で

す
が
、
総
合
見
直
し
の
期
間
中
は
申

請
受
付
を
一
時
休
止
し
ま
す
。

計
画
の
総
合
見
直
し
の
間
、

　
　
　
　

申
請
の
受
付
停
止

◉
除
外
申
請
が
必
要
な
場
合

　

農
振
青
地
に
該
当
す
る
農
地

で
、
次
の
事
業
な
ど
を
計
画
し
て

い
る
と
き

①
住
宅
、
事
務
所
な
ど
の
建
築

②
車
庫
、
駐
車
場
の
造
成　

な
ど

◉
編
入
申
請
が
必
要
な
場
合

　

中
山
間
直
接
支
払
制
度
、
多
面

的
機
能
支
払
交
付
金
の
対
象
に
し

た
い
農
地
が
あ
る
と
き

農
振
青
地
の
除
外
・
編
入
を

　
　
　
　

検
討
し
て
い
る
方
は
、

令
和
８
年
３
月

31
日
ま
で
に

　
　

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

村公式
ウェブサイト
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地域のできごとに密着！
皆さんのまわりにある情報をお寄せください

【政策情報係 内線１１４】

敬老お祝い訪問
長寿のお祝い

　９月15 日の敬老の日に、村長と村社会福祉協議会長
が敬老訪問を行いました。該当される方は、最高齢者（104
歳）と今年度 100 歳、88 歳を迎える方で、お祝い状と
記念品が贈呈されました。100 歳を迎えられる外谷さん
は、「長生きの秘訣は体を動かすことだ」と話しました。

下高井農林高校そば部が受賞を報告
全国大会で相次いで入賞

　９月 29 日、下高井農林高校そば部の生徒３人らが役
場を訪れ大会の結果を報告しました。第６回そば文化学
院全国高校生そば打ち大会では団体戦で準優勝、個人
戦で優勝し、第 15 回全国高校生そば打ち選手権大会で
は団体戦で３位、また、個人優秀選手賞を受賞しました。

中学生が大工さんと製作
誰かを幸せにするものづくり

　中学校１年生が「あなたのかかりつけ大工さんになり
たいな！の会」の皆さんと一緒に、木工製作を行いまし
た。９月 26 日、27 日のけやき祭で完成した作品が展示
されました。色を塗った後、保育園や中学校、ファーム
ス木島平などに寄贈される予定です。

９月 26 日と 27 日に、中学校で第 62 回けやき祭が行わ
れました。１日目の有志発表ではピアノ演奏とダンスが
披露され、会場が一体となって盛り上がりました。生徒
たちは、自分たちでしか作り得ない絆を深めました。

全校生徒で作るけやき祭
生徒会スローガン「Story」

100 歳を迎えられる外谷君子さん（西町）

Beat ☆ Hearts によるダンス発表
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地域活性化起業人に園原さん
域学連携や関係人口拡大

　村は、総務省の地域活性化起業人（副業型）制度を
活用し、域学連携の充実や関係人口の拡大に関する委
託契約を、10 月1日付で締結しました。起業人として
活動するのは、株式会社 e

エ イ コ ン

iicon 社員の園原惇
あ つ し

史さん
です。地域の皆さん、お気軽にお声かけください。

村ぐるみ防災訓練
災害から身を守るため

　災害が発生した時、または発生するおそれがある時、
それぞれがどのように行動したら良いかを確認するた
め、１０月 5 日に村ぐるみ防災訓練が行われました。防
災展示では、土石流再現模型で砂防ダムの重要性を学
ぶ子どもたちの姿が見られました。

国際交流へ決意表明の訪問
８日間の交流訪問

　今年、姉妹校盟約 20 周年を迎えるルクセンブルク
大公国のディーキルシュ中等学校を、中学生 10 人が訪
問します。10 月10 日の出発を前に、3 日、生徒たちは
村役場を訪れ、村長に今回の訪問に向けた抱負を述べ
ました。

　おひさま保育園の運動会が 10 月４日に行われました。
天気が心配されましたが、無事に園庭で開催すること
ができました。園児たちはこの日のために一生懸命練習
してきたダンスなどを披露し、かけっこ競技などにも全
力で取り組みました。

おひさま保育園運動会
にこにこ楽しく輝こう
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日本人の多くが「肩こり」に悩んでおり、厚生労働省の調査では、身体に不調
を感じる人の中で「肩こり」は第 2 位に挙げられています。今回は、多くの方
が悩んでいる肩こりの原因や予防方法についてお話します。

肩こりで悩んでいませんか

※明らかな疾患の原因があれば、その治療が必要です。

　痛みが続く場合、心配な場合は主治医や整形外科医にご相談

　ください。

肩こりの予防方法

肩こりの原因

首や背中が緊張するような姿勢での作業、姿勢の良くない人 (
猫背・前かがみ )、運動不足、精神的なストレス、なで肩、連続
して長時間同じ姿勢をとること、筋力の低下、体の冷えなどが原
因となります。

健　康

だより

健康福祉係
内線１２５

日
常
の
動
作
や
習
慣
が
肩
こ
り
を
防
ぐ

　 肩甲骨を動かす

　姿勢を真っすぐに保ち、
両手を肩に乗せ、両肘を後
ろから前へ大きくゆっくり回します。
３回まわしたら反対回しも行います。

　 首を回す

　首を前後左右にゆっくりと倒したあ
と、ぐるりと 1 周回し反対にも回します。
これを 3 回繰り返します。

　 姿勢を改善する

　1 時間に 1 回は姿勢を整えた
り、肩回しをしたりして、姿
勢を意識的に改善しましょう。

　 肩を上下に動かす

　姿勢を真っすぐに保った状態で、両肩
を両耳につけるイメージで引き上げま
す。その後、力を抜いてストンと肩を落
とします。これを 5 回ゆっくりと繰り返
します。

　 マッサージで血行を促進させる

　首から肩を反対側の手でゆっくりと上
下にさすり血行を促進させます。

 　肩を冷やさず温める

　毎日のお風呂はシャワーだけで済まさ
ず、40 度程度の湯船に 10 分以上ゆっく
り浸かるなどして、肩をなるべく温める
習慣を心がけましょう。
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　高齢者とそのご家族からの相談をいつでも受け付けています。
　健康福祉係　内線 126・128　　★直通電話 0269（82）4771

地域包括支援センター

木島平村地域包括支援センター

こ
ん
に
ち
は 

保
健
補
導
員
会
で
す

　

８
月
29
日
に
「
信
濃
町 

癒
し
の
森
」

へ
研
修
視
察
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

癒
し
の
森
で
森
林
セ
ラ
ピ
ー
を
し
、
森

林
の
「
癒
し
効
果
」
の
説
明
や
呼
吸
法

を
行
い
森
林
浴
が

も
た
ら
す
健
康
効

果
に
つ
い
て
学
ん

で
き
ま
し
た
。
皆

さ
ん
に
も
共
有
し

ま
す
。

　

丹
田
式
呼
吸
法

　

お
腹
に
手
を
当
て
、
息
を
思
い
切
り

吸
い
込
み
吐
き
出
し
ま
し
ょ
う
。
そ
う

す
る
こ
と
で
、
全
身
に
酸
素
が
た
く
さ

ん
取
り
入
れ
ら
れ
、
細
胞
が
活
性
化
さ

れ
、
同
時
に
平
常
心
を
生
み
出
す
セ
ロ

ト
ニ
ン
神
経
も
活
性
化
さ
れ
ま
す
。
ス

ト
レ
ス
が
軽
減
さ
れ
、
集
中
力
が
向
上

す
る
効
果
が
得
ら
れ
ま
す
。

　

爪
も
み
療
法

　

爪
の
根
元
に
あ
る
自
律
神
経
の
ツ
ボ

を
小
枝
や
つ
ま
よ
う
じ
等
で
刺
激
し
ま

し
ょ
う
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、
自
律
神

経
が
調
整
さ
れ
免
疫
力
が
高
ま
っ
た

り
、
血
圧
が

下
が
っ
た
り

す
る
効
果
が

得
ら
れ
ま
す
。

　

森
の
緑
、
音
、
香
り
、
土
の
感
触
な

ど
、
視
覚
、
聴
覚
、
触
覚
、
嗅
覚
な
ど

の
五
感
を
使
い
な
が
ら
森
林
環
境
に
身

を
置
く
こ
と
で
、
心
地
よ
さ
を
感
じ
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

【
保
健
補
導
員
会
事
務
局

　
　
　（
健
康
福
祉
係
）
内
線
１
２
８
】

　認知症は、進行とともに認知機能が低下していきますが、進行の仕方は原因となる病気やその人に
よって様々です。「認知症あんしんガイドブック」では、認知症の症状や医療機関へのかかり方、村
の介護および福祉サービスなどを紹介しています。
◉配布場所
　役場で配布しているほか、希望される方には訪問などでお渡しします。
認知症になっても、住み慣れた家や地域で、必要なサポートを
受けながら暮らしていけるよう、このガイドブックをご活用く
ださい。
◉認知症に関する相談窓口
　地域包括支援センターでは、認知症に関する相談を電話や訪
問などでお受けしています。どんな小さなことでも構いません
ので、お気軽にお声がけください。

＊「木島平村認知症あんしんガイドブック」ができました＊

複
十
字
シ
ー
ル
募
金
に

 　
　

  

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

○
設
置
場
所

　

役
場
、
保
健
セ
ン
タ
ー

○
設
置
期
間

　

10
月
31
日
（
金
）
ま
で

　
　

研
修
視
察
に
行
っ
て
き
ま
し
た

木島平村認知症
　　　あんしんガイドブック

●は自律神経のツボ

包括だより
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村への移住・定住・空き家
に関するお知らせなどを

掲載します！

　

村
内
で
増
加
し
て
い
る
空
き
家
を
、
早

い
段
階
で
流
通
さ
せ
、
地
域
の
活
性
化
に

つ
な
げ
る
た
め
、
村
で
は
、
各
種
補
助
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

１
．
空
き
家
活
用
等
補
助
金

◉
対
象
事
業

　

家
財
の
搬
出
や
清
掃
、
改
修
、
空
き
家

の
購
入
費
用
の
一
部
補
助

◉
対
象
者

・
空
き
家
の
所
有
者

・
空
き
家
の
購
入
者　

な
ど

◉
対
象
物
件

　

村
空
き
家
バ
ン
ク
登
録
物
件

◉
そ
の
他
条
件

　

住
所
や
年
齢
な
ど
条
件
が
あ
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
移
住
定
住
推
進
係
へ
お
問

合
せ
い
た
だ
く
か
、
村
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

空
き
家
の
所
有
者
の
中
に
は
、
家
の
中

に
荷
物
が
た
く
さ
ん
あ
る
こ
と
が
課
題
と

思
わ
れ
て
い
る
方
も
多
く
、
制
度
の
利
用

が
早
期
に
物
件
を
活
用
す
る
後
押
し
に
な

っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
子
育
て
世
帯
の
移
住
で
は
、
補

助
制
度
が
移
住
先
を
決
め
る
上
で
重
要
な

要
因
と
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

  

２
．
空
き
家
等
除
却
事
業
補
助
金

◉
対
象
事
業

　

空
き
家
等
の
解
体
、
撤
去
費
用
の
一
部

補
助

◉
補
助
率

　

２
分
の
１
以
内

　
（
上
限
50
万
円
）

◉
対
象
者

　

空
き
家
の
所
有
者

◉
そ
の
他
条
件

　

更
地
に
し
た
後
、
村
空
き
家
バ
ン
ク
に

登
録
す
る
こ
と　

な
ど

　

昨
年
度
は
２
件
の
利
用
が
あ
り
、
そ
れ

ぞ
れ
新
た
な
方
に
土
地
が
引
継
が
れ
て
い

ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
移
住
定
住
推
進
係
へ
お
問

合
せ
い
た
だ
く
か
、
村
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

村
で
は
、
補
助
金
な
ど
財
政
的
な
支
援

を
整
備
す
る
と
と
も
に
、
近
隣
同
士
の
交

流
の
促
進
や
、
相
談
し
や
す
い
体
制
の
整

備
な
ど
も
積
極
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　

移
住
・
定
住
・
空
き
家
に
関
す
る
ご
相

談
は
、
お
気
軽
に
移
住
定
住
推
進
係
へ
お

寄
せ
く
だ
さ
い
。

【
移
住
定
住
推
進
係　

内
線
１
４
２
】

  

飯
山
線
に
み
ん
な
で
手
を
ふ
ろ
う
！

　
　
　
　
　

 

応
援
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

 

飯
山
線
沿
線
地
域
活
性
化
協
議
会
で
は

沿
線
住
民
の
マ
イ
レ
ー
ル
意
識
の
醸
成
お

よ
び
観
光
客
の
満
足
度
向
上
を
目
的
と
し

て
、「
飯
山
線
を
見
た
ら
手
を
ふ
ろ
う
」

運
動
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
対
象
駅
の
窓
口
で
「
手
を

ふ
ろ
う
運
動
に
参
加
し
ま
す
！
」
と
宣
言

す
る
と
、
飯
山
線
デ
ザ
イ
ン
の
う
ち
わ
が

も
ら
え
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
ま

す
。
詳
し
く
は
下
記
事
務
局
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◉
実
施
期
間

　

11
月
30
日
（
日
）
ま
で

※
予
定
数
が
な
く
な
り

　

次
第
終
了

◉
対
象
駅

○
Ｊ
Ｒ
飯
山
線

　

豊
野
駅
、
飯
山
駅
、
戸
狩
野
沢
温
泉
駅
、

　

森
宮
野
原
駅
、
津
南
駅
、
十
日
町
駅
、

　

越
後
川
口
駅

◉
問
合
せ

　

飯
山
線
沿
線
地
域
活
性
化
協
議
会

　

観
光
部
会
事
務
局

　
（
飯
山
市
役
所
商
工
観
光
課
内
）

　

電
話
０
２
６
９
（
６
７
）
０
７
３
１

【
商
工
観
光
係　

内
線
１
３
４
】

区分 利用件数 補助率 補助上限額

家財搬出等 ４件 ２分の１ 10 万円

空き家改修 ２件 ２分の１ 50 万円

空き家購入 ３件 10 分の１ 50 万円
※子の加算あり

令和６年度「空き家活用等補助金」の実績

村公式
ウェブサイト

村公式
ウェブサイト
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シ
リ
ー
ズ
コ
ミ
ス
ク
㊺

 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル

　
　

研
修
会
in
木
島
平
を
開
催

　

今
年
度
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー

ル
研
修
会
が
８
月
30
日
、「
木
島
平
で

培
う
豊
か
な
学
び
に
つ
い
て
考
え
よ

う
」
を
テ
ー
マ
に
、
若
者
セ
ン
タ
ー
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
１
部
で
は
小
中
学
校
お
よ
び
社
会

福
祉
協
議
会
に
よ
る
実
践
発
表
、
第
２

部
で
は
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
の
熟
議

を
行
い
、
多
世
代
が
真
剣
に
意
見
を
交

わ
す
場
と
な
り
ま
し
た
。

　

第
１
部　

実
践
発
表

①
木
島
平
小
学
校

　

ふ
う
太
ネ
ッ
ト
と

連
携
し
て
、
子
ど
も

達
自
身
が
情
報
発
信

を
し
た
り
校
内
で
ふ
う
太
ネ
ッ
ト
を
放

映
し
た
り
す
る
な
ど
、
情
報
発
信
力
の

育
成
に
取
組
み
ま
し
た
。

②
木
島
平
中
学
校

　

総
合
的
な
学
習
の

時
間
に
「
未
来
塾
」

と
し
て
村
民
や
村
の

ふ
る
さ
と
木
島
平
を
担
う
子
ど
も
た
ち
を
地
域
総
ぐ
る
み
で
育
て
よ
う

事
業
者
に
協
力
を
得
て
、
生
徒
自
身
が

課
題
設
定
か
ら
報
告
ま
で
を
行
い
、
自

ら
考
え
る
力
を
育
み
ま
し
た
。

③
社
会
福
祉
協
議
会

　
「
大
豆
栽
培
交
流
」

な
ど
の
地
域
イ
ベ
ン

ト
を
通
じ
て
学
校
や

地
域
の
繋
ぎ
役
と
し

て
活
動
し
ま
し
た
。「
ゆ
る
や
か
な
見

守
り
の
輪
」
が
広
が
り
、
子
ど
も
達
が

「
頼
れ
る
大
人
が
い
る
」
と
認
識
し
、

豊
か
な
学
び
の
機
会
を
つ
く
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

第
２
部　

熟
議

　

多
世
代
の
村
民
や
視
察
で
訪
れ
て
い

た
教
育
関
係
の
大
学
生
、
東
京
と
村
を

行
き
来
し
て
活
動
し
て
い
る
方
な
ど
、

多
彩
な
顔
ぶ
れ
の
参
加
者
が
９
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
、
テ
ー
マ
に
つ
い
て
話
し

合
い
ま
し
た
。

　

グ
ル
ー
プ
の
代
表
と
し
て
発
表
し
た

高
校
生
か
ら
は
、「
夏
ま
つ
り
な
ど
、

村
の
イ
ベ
ン
ト
に
運
営
か
ら
子
ど
も
達

が
関
わ
り
た
い
」、「
田
ん
ぼ
で
音
楽
イ

ベ
ン
ト
を
す
る
な
ど
、
自
分
達
で
企
画

を
し
た
い
」
と
い
っ
た
自
発
的
な
意
見

が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

最
後
の
総
評
で
は
、
社
会
全
体
で
子

ど
も
を
見
守
る
体
制
の
重
要
さ
に
つ
い

て
話
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
校
長
先

生
が
発
表
者
と
し
て
登
壇
す
る
地
域
は

珍
し
い
こ
と
、
地
域
全
体
で
の
教
育
体

制
を
意
味
す
る
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス

ク
ー
ル
」
が
す

で
に
出
来
上
が

っ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
村
で
の

取
組
が
評
価
さ

れ
ま
し
た
。

　

研
修
会
の
開
催
は
今
年
で
14
回
目
を

迎
え
ま
し
た
。
１
回
目
に
参
加
し
た
子

ど
も
た
ち
が
今
や
26
歳
に
な
り
、
教
員

に
な
っ
た
子
も
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

　

歴
史
を
感
じ
な
が
ら
、
熟
議
で
話
さ

れ
た
意
見
を
今
後
ど
の
よ
う
に
還
元
・

反
映
さ
せ
て
い
く
か
、
検
討
と
実
践
を

重
ね
て
い
き
ま
す
。

【
生
涯
学
習
係

電
話
０
２
６
９
（
８
２
）
２
０
４
１
】

日台校長小林先生

山本さん

  

木
島
平
村
の
住
民
基
本
台
帳

　
　
　
　
　
　

閲
覧
状
況
の
公
表

　

住
民
基
本
台
帳
法
に
基
づ
き
、
令
和
６

年
10
月
１
日
か
ら
令
和
７
年
９
月
30
日
ま

で
の
住
民
基
本
台
帳
閲
覧
状
況
を
公
表
し

ま
す
。

◉
機
関
の
名
称

　

自
衛
隊
長
野
地
方
協
力
本
部

◉
請
求
事
由
の
概
要

　

自
衛
官
お
よ
び
自
衛
官
候
補
生
の
募
集

に
関
す
る
案
内
の
送
付
等

◉
閲
覧
年
月
日

　

令
和
７
年
６
月
10
日

◉
閲
覧
の
範
囲

　

平
成
19
年
４
月
２
日
～
平
成
20
年
４
月

１
日
の
間
に
生
ま
れ
た
方

【
生
活
環
境
係　

内
線
１
２
１
】

  

雇
用
の
ト
ラ
ブ
ル
解
決
を

　
　
　
　
　
　

お
手
伝
い
し
ま
す

　

長
野
県
労
働
委
員
会
で
は
、
労
働
者
と

事
業
主
と
の
間
に
生
じ
た
ト
ラ
ブ
ル
に
つ

い
て
、
労
働
問
題
の
専
門
家
が
中
立
・
公

正
な
立
場
で
両
者
か
ら
丁
寧
に
話
を
伺

い
、
円
満
な
解
決
を
お
手
伝
い
す
る
「
あ

っ
せ
ん
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。
手
続
は
簡

単
・
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

◉
問
合
せ

　

北
信
労
政
事
務
所
（
長
野
市
）

　

電
話
０
２
６
（
２
３
４
）
９
５
３
２
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◆ローラースキー（クラシカル）
　◉高校・一般男子 10㎞
　　５位　森　稟

り お

桜
　　　　　　　　（自衛隊体育学校・中町）
　◉一般男子 10㎞
　　５位　森　稟桜
　◉高校女子 7.5㎞
　　６位　森　美

み こ

心
　　　　　　（中野立志館高校２年・中町）

※ローラースキー（フリー）入賞者なし

◆ノルディックマラソン
　◉高校・一般女子４km
　　５位　山田　桃

も も こ

子（飯山高校２年・柳久保）
　◉小学 5・6 年男子 2.5km
　　８位　石川　蓮

は す ま

麻（５年・北鴨）
　　９位　嘉部　蒼

そ う た

汰（５年・中町）
　◉小学 3･4 年男子 2.5km
　　６位　河野　勧

か ん た

大（４年・大町）
　◉小学 3･4 年女子 2.5km
　　７位　石川　依

え ま

茉（３年・北鴨）
　　10 位　山浦　ひかり（４年・内山）
　◉小学 1･2 年女子 1.3km
　　4 位　長坂　麻

あさ

（１年・大町）

FIS・SAJ 公認 2025 全日本選抜木島平サマーノルディック大会
2025 木島平サマーノルディックマラソン大会結果

　９月 13 日から 15 日にかけてサマーノルディック大会（ローラー・マラソン）
が行われました。３日間の延べ参加人数は 1,300 人を数え、北海道・青森・新潟
などの強豪チームのみならず、台湾・フィリピンの選手も出場し、熾

し れ つ

烈な争いが
繰り広げられました。（紹介は 10 位まで、選手名は敬称略）

　　　　　　　【生涯学習係　電話 0269（82）2041】

村公式
ウェブサイト

 

後
期
高
齢
者
医
療
の
医
療
費
通
知

　

長
野
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
で

は
、
医
療
費
が
正
し
く
請
求
さ
れ
て
い
る

か
を
確
認
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
医
療

費
通
知
を
送
付
し
ま
す
。

◉
通
知
対
象
期
間

・
令
和
６
年
11
月
お
よ
び
12
月

・
令
和
７
年
１
月
か
ら
10
月

◉
送
付
時
期

　

令
和
８
年
１
月
下
旬
頃

◉
確
定
申
告
の
医
療
費
控
除
に
つ
い
て

　

令
和
７
年
分
の
確
定
申
告
期
間
中
に
医

療
費
控
除
の
申
告
を
さ
れ
る
際
は
、
今
回

送
付
さ
れ
る
医
療
費
通
知
（
令
和
７
年
１

月
か
ら
10
月
分
）
と
併
せ
て
、
令
和
７
年

11
月
お
よ
び
12
月
診
療
分
の
医
療
機
関
等

か
ら
の
領
収
書
を
も
と
に
申
告
を
し
て
く

だ
さ
い
。　

※
デ
ー
タ
作
成
時
点
（
令
和
７
年
12
月
上

　

旬
）
で
被
保
険
者
が
亡
く
な
ら
れ
て
い

　

る
場
合
は
通
知
が
さ
れ
ま
せ
ん
。
亡
く

　

な
ら
れ
た
方
の
医
療
費
通
知
が
必
要
な

　

場
合
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◉
問
合
せ　

　

長
野
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合　

　

保
健
事
業
室

　

電
話
０
２
６
（
２
２
９
）
５
３
２
０

【
生
活
環
境
係　

内
線
１
２
１
】
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第 62回　高社山一周駅伝大会

　９月 21 日、第 62 回高社山一周駅伝大会が木島平
村役場を発着で開催されました。沿道から多くの声援
を受けながら 11 チームが粘り強く走りました。

 
【生涯学習係　電話 0269（82）2041】

◉大会結果（敬称略）

◉木島平村スポーツ協会出場者（☆は区間賞）

第１区 ☆石川雄
ゆ う ま

麻（北鴨）第５区 長坂  太
た よ り

頼（大町）

第２区 山﨑  結
ゆ い と

人（中村） 第６区 和田翔
しょうたろう

太郎（西町）

第 3 区 本山  彩
さ わ

葉（中村） 第７区 小松  郁
ふ み や

也（中町）

第 4 区 木村  大
ひ ろ し

志（北鴨） 第８区 三橋  大
は る と

翔（南鴨）

中高の部

優　勝 山ノ内町スポーツ協会

準優勝 中野市体育協会

第３位 木島平村スポーツ協会

オープンの部

優　勝 チーム池田

準優勝 チーム NDF

第３位 飯山栄駅伝チーム

令和７年度　下高井郡球技大会

国勢調査をかたる

　　不審な電話や訪問に注意

【相談事例】
自動音声で「国勢調査に回答しなければブラックリスト
に載ります。」と流れたため、不審に思って電話を切った。

【アドバイス】
・2025 年国勢調査では、9 月下旬から調査員証を携
　帯した調査員が調査書類を配布しています。その際、
　世帯主の氏名や調査票の必要枚数を確認しますが、
　口座情報、預貯金額等の資産状況等を聞くことはあ
　りません。
・不審な電話は詐欺やその他の犯罪に結びつく可能性
　もあります。怪しいと思ったらすぐに電話を切りま
　しょう。
・不審な電話や訪問があったときは下記へご相談ください。
○国勢調査について　政策情報係　内線 115
○長野県消費生活センター　電話 0263（40）3660
○消費者ホットライン　188　【生活環境係　内線 121】

　長野県内の事業場で働くすべての労働
者に適用される　「長野県最低賃金」が、
令和７年 10 月３日から時間額 1,061 円
に改正されました。この機会にご確認く
ださい。

◉問合せ　長野労働局労働基準部賃金室
　　　　　電話 026（223）0555

　９月 28 日、木島平村で令和７年度下高井郡球技大
会が行われました。出場した木島平村のそれぞれのチ
ームも活躍しました。大会の結果は次のとおりです。

【生涯学習係　電話 0269（82）2041】

◉大会結果（敬称略）

順　位 ソフトバレーボール バレーボール

優　勝 そうちゃんず 
（木島平村） 

野沢
（野沢温泉村） 

準優勝 りょうちゃんず
（木島平村）

星川ビクトリーズ
（山ノ内町） 

第３位 おちゃらけ
（山ノ内町）

上条バレーボール
（山ノ内町） 

順　位 マレットゴルフ ソフトボール

優　勝 木島平Ｂ 湯田中ソフト
（山ノ内町） 

準優勝 木島平Ｃ ノザワスパーズ
（野沢温泉村） 

第３位 木島平Ａ 木島平ソフトボールクラブ
（木島平村） 

長野県最低賃金のお知らせ

長野県 PR キャラクター「アルクマ」
© 長野県アルクマ

☆業種・年齢・雇用形態（正社員、パート等）
　に関わらず、長野県内で働くすべての人に
　適用される 1 時間当たりの賃金の最低額です。
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Shimotakai
  Nourin
　 High
　   School

下
高
井
農
林
高
校 

掲
示
板

地
域
の
高
校
「
下
高
井
農
林
高
校
」
の

取
組
み
や
出
来
事
を
紹
介
し
ま
す
。

　

村
内
で
は
、
今
年
に
入
っ
て
盗
難
被

害
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
民
家
の
軒
先

に
置
い
て
あ
っ
た
物
の
盗
難
や
公
民
館

等
を
狙
っ
た
盗
難
、
建
築
現
場
で
の
機

械
・
工
具
の
盗
難
な
ど
で
す
。
そ
の
他

に
、
深
夜
に
敷
地
内
に
人
が
入
り
込
ん

で
き
た
と
い
う
話
も
あ
り
ま
す
。

◉
被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に

　

盗
難
被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に
、
次

の
点
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

・
戸
締
り
の
徹
底
（
倉
庫
や
車
庫
も
）

・
大
事
な
も
の
は
屋
内
に
入
れ
る

・
防
犯
設
備
の
導
入
（
防
犯
カ
メ
ラ
や

　

セ
ン
サ
ー
ラ
イ
ト
な
ど
）

◉
不
審
者
を
見
つ
け
た
ら

　

警
察
署
や
駐
在
所
に
連
絡
し
て
く
だ

さ
い
。
緊
急
時
は
１
１
０
番
を
お
願
い

し
ま
す
。
何
か
お
気
づ
き
の
こ
と
が
あ

れ
ば
情
報
提
供
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
飯
山
警
察
署

　

電
話
０
２
６
９
（
６
２
）
０
１
１
０

 

村
内
で
盗
難
被
害
が

　
　
　
　

  

増
加
し
て
い
ま
す

　

８
月
26
日
に
本
校
体
育
館
で
始
業
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

校
長
先
生
の
講
話
で
は
、「
二
兎
を
追
う

者
は
一
兎
を
も
得
ず
」
と
い
う
こ
と
わ
ざ

を
紹
介
し
、
あ
え
て
「
２
学
期
に
は
三
兎

を
追
っ
て
ほ
し
い
」
と
生
徒
た
ち
に
呼
び

か
け
ま
し
た
。
三
兎
と
は
、
学
業
、
生
徒

会
活
動
、
そ
し
て
、
家
庭
や
地
域
で
の
活

動
で
す
。
す
べ
て
を
同
時
に
成
し
遂
げ
る

の
で
は
な
く
、
場
面
ご
と
に
集
中
し
て
取

組
む
こ
と
の
大
切
さ
が
語
ら
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
夏
季
休
業
中
に
行
わ
れ
た
大

会
に
お
け
る
そ
ば
部
の
活
躍
が
紹
介
さ

れ
、
全
校
で
そ
の
健
闘
を
称
え
ま
し
た
。

努
力
の
積
み
重
ね
が
実
を
結
ん
だ
成
果
と

い
え
る
で
し
ょ
う
。

　

夏
の
暑
さ
が
残
る
中
、
生
徒
た
ち
は
そ

れ
ぞ
れ
の
「
三
兎
」
を
追
い
か
け
る
新
た

な
学
期
へ
と
踏
み
出
し
ま
し
た
。

　

１
年
生
の
「
農
業
と
環
境
」
の
授
業
で

は
、
以
前
の
実
習
で
作
っ
た
畝う
ね

に
、
冬
野

菜
の
代
表
と
も
い
え
る
白
菜
と
大
根
を
植

え
ま
し
た
。

　

白
菜
は
育
て
た
苗
を
定
植
し
、
大
根
は

種
か
ら
直
接
畑
に
ま
き
ま
し
た
。こ
れ
は
、

大
根
は
苗
を
植
え
る
と
根
が
ま
っ
す
ぐ
伸

び
ず
、
二
股
に
分
か
れ
て
し
ま
う
た
め
で

す
。野
菜
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
特
性
が
あ
り
、

形
よ
く
育
て
る
た
め
に
は
適
切
な
方
法
を

選
ぶ
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

収
穫
ま
で
の
約
60
日
間
、
生
徒
た
ち
が

交
代
で
水
や
り
や
除
草
な
ど
の
管
理
作
業

を
行
い
、
責
任
を
持
っ
て
育
て
ま
す
。
日
々

の
変
化
を
観
察
し
な
が
ら
、
作
物
と
向
き
合

う
中
で
多
く
の
学
び
を
得
ら
れ
そ
う
で
す
。

　

自
分
た
ち
の
手
で
育
て
た
野
菜
の
味

は
、
き
っ
と
格
別
な
も
の
と
な
る
で
し
ょ

う
。

　

２
年
生
の
必
修
英
語
の
授
業
で
は
、
ユ

ニ
ー
ク
な
水
族
館
に
関
す
る
テ
キ
ス
ト
を

読
ん
だ
後
、
海
の
生
き
物
に
つ
い
て
書
く

活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

生
徒
た
ち
は
好
き
な
生
き
物
を
１
つ
選

び
、
イ
ラ
ス
ト
付
き
の
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
を

使
っ
て
、「
ヒ
レ
」、「
触
手
」、「
ひ
げ
」

な
ど
体
の
部
位
を
表
す
専
門
的
な
英
語
表

現
を
学
習
し
、
そ
の
語
彙
を
使
っ
て
動
物

の
特
徴
や
好
き
な
理
由
を
英
文
で
書
き
、

お
互
い
に
発
表
し
合
い
ま
し
た
。

　

生
徒
は
「
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
の
お
気
に
入

り
の
生
き
物
が
そ
れ
ぞ
れ
違
っ
て
い
て
、

知
る
過
程
が
楽
し
か
っ
た
」、「
好
き
な
も

の
を
考
え
る
こ
と
で
、
自
分
の
好
み
に
気

づ
く
き
っ
か
け
に
な
っ
た
」
と
話
し
、
ラ

イ
テ
ィ
ン
グ
と
共
有
を
通
じ
て
、
英
語
力

だ
け
で
な
く
自
己
理
解
や
他
者
理
解
も
深

ま
っ
た
よ
う
で
す
。

２学期始業式

白菜定植
と大根の種まき

海の生き物と言語

駐在所だより

木島平村駐在所
☎ 0269(82)4137

田
口
警
部
補
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消費者の会事務局（生活環境係）　電話 0269（82）3111　内線 121

消費者の会情報

消費者の会マスコット
キャラクター「まぐう」

③照明器具のランプやかさが汚れ
　ると明るさは極端に低下します。
　台所などの汚れやすい場所の照
　明は、こまめに手入れをしましょう。
④冬は床まで届く厚手のカーテンを使用して、
　温かい空気を逃がさないようにしましょう。
⑤家族仲良く同じ部屋での団らんも別々の
　部屋で過ごすより照明、　冷暖房の節約
　になります。

①照明、テレビ、パソコンなど、使って
　いない電気は消す。
②電気製品を上手に使う。
・本体の主電源を切る。
　リモコンの電源を切って
　も、テレビなどは赤ラン
　プがついています。待機電力は意外に電
　気を使います。
・長時間使わない電気製品は、
　コンセントを抜いたり、ス
　イッチ付きタップをオフにする。

みんなで電気を節約しましょう

  

ご
家
庭
や
企
業
で
眠
っ
て
い
る

　

食
品
の
寄
付
を
お
願
い
し
ま
す

　

10
月
は
「
食
品
ロ
ス
削
減
月
間
」
で
す
。

全
国
で
発
生
し
て
い
る
食
品
ロ
ス
は
年
間

約
４
６
４
万
ト
ン
で
、
１
人
あ
た
り
毎
日

お
に
ぎ
り
１
個
分
の
食
品
を
捨
て
て
い
る

と
推
計
さ
れ
て
い
ま
す
（
令
和
５
年
度
農

林
水
産
省
）。

◉
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
統
一
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

貴
重
な
食
品
を
無
駄
に
し
な
い
た
め

に
、
県
で
は
関
係
団
体
と
連
携
し
て
「
食

品
ロ
ス
削
減
月
間
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
統
一

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
開
催
し
、
食
品
の
寄

付
を
募
集
し
ま
す
。
集
ま
っ
た
食
品
は
、

生
活
に
困
っ
て
い
る
ご
家
庭
や
、「
信
州

こ
ど
も
カ
フ
ェ
」
な
ど
の
子
ど
も
・
子
育

て
支
援
を
行
う
団
体
へ
提
供
し
ま
す
。

　

募
集
す
る
食
品
や
受
付
場
所
な
ど
の
詳

細
に
つ
い
て
は
、
長
野
県
公
式
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◉
問
合
せ

　

県
資
源
循
環
推
進
課　
　

　

電
話
０
２
６
（
２
３
５
）
７
１
８
１

  

10
月
は

　
　

 「
骨
髄
バ
ン
ク
推
進
月
間
」

　

骨
髄
バ
ン
ク
は
、
白
血
病
な
ど
の
血
液

疾
患
で
「
骨
髄
移
植
」
が
必
要
な
患
者
と
、

提
供
者
で
あ
る
ド
ナ
ー
を
つ
な
ぐ
公
的
な

仕
組
み
で
す
。
血
縁
関
係
が
な
け
れ
ば
、
ド

ナ
ー
が
見
つ
か
る
確
率
は
数
百
〜
数
万
分

の
一
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
す
べ
て
の
患

者
に
移
植
の
機
会
を
届
け
る
に
は
、
よ
り
多

く
の
方
の
ド
ナ
ー
登
録
が
必
要
で
す
。

◉
登
録
の
要
件

・
年
齢
が
18
歳
以
上
、
54
歳
以
下
で
健
康

　

な
方

・
体
重
が
男
性
45
㎏
以
上
、
女
性
40
㎏
以

　

上
の
方　

な
ど

◉
登
録
方
法

　

次
の
い
ず
れ
か
の
窓
口
で
採
血
を
行

い
、
登
録
が
完
了
し
ま
す
。

・
長
野
県
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー

　

長
野
献
血
ル
ー
ム
・
松
本
献
血
ル
ー
ム

・
長
野
と
松
本
を
除
く
保
健
福
祉
事
務
所

・
移
動
献
血
車
に
よ
る
ド
ナ
ー
登
録
会

　

各
窓
口
の
受
付
日
や
受
付
時
間
、
骨
髄

バ
ン
ク
事
業
の
概
要
な
ど
は
、
長
野
県
公

式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

◉
問
合
せ

　

県
健
康
福
祉
部
疾
病
・
感
染
症
対
策
課

　

電
話
０
２
６
（
２
３
５
）
７
１
５
０

長野県公式
ウェブサイト

長野県公式
ウェブサイト
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20

月

21

火　

22

水　

農
業
委
員
会
総
会　

16
時
～

　

村
県
道
改
良
整
備
促
進
協
議
会
総
会　

18
時
30
分
～

23

木　

地
区
づ
く
り
懇
談
会
（
中
村
）
18
時
～

　

教
育
委
員
会
定
例
会　

16
時
～

24

金　

木
島
平
小
学
校
音
楽
会　

９
時
～

25

土　

村
民
祭　

８
時
45
分
～

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
臨
時
専
用
窓
口　

９
時
～
正
午

26

日　

休
日
エ
コ
プ
ラ
ザ　

9
時
～
11
時
45
分

27

月　

馬
曲
温
泉
説
明
会

28

火　

村
内
６
団
体
親
善
球
技
大
会　

13
時
～

29

水

30

木　

地
区
づ
く
り
懇
談
会
（
西
町
）
18
時
30
分
～

31

金　

地
区
づ
く
り
懇
談
会
（
市
之
割
）
18
時
30
分
～

1

土

2

日　

3

月

4

火　

地
区
づ
く
り
懇
談
会
（
中
町
）
18
時
30
分
～

5

水　

心
配
ご
と
相
談　

9
時
～
11
時

　

地
区
づ
く
り
懇
談
会
（
北
鴨
）
19
時
～

10月

村
税
等
納
期
限

村
税
等
口
座
振
替
日

文
化
の
日

村税等の口座振替日は 10 月 27 日㈪です。
前日までに口座残高の確認をお願いします。

社協関係の行事は 44 ページ
「社協の予定」をご覧ください。

■ 10 月の納付税目等

 ・村県民税
 ・国民健康保険税
 ・介護保険料
 ・後期高齢者医療保険料
■納期限は 10 月 31 日（金）です。

村税の納付をお忘れなく

＊令和７年４月から、村税の納め方を「単税方
式」へ変更しました。　　【税務係　内線 112】

ごみの処分量

もえる
ごみ処分量

令和７年９月 令和６年９月 前年同月比

61,820kg 60,280kg 103%

不燃ごみ
処分量

令和７年９月 令和６年９月 前年同月比

  3,270kg   4,600kg 71%

品　目 重　量 単　価 金額（税込）

新　聞   920kg 26.0 円 /kg   26,312 円

雑誌 ・ 雑紙 2,890kg 16.0 円 /kg   50,864 円

段ボール 1,300kg 16.0 円 /kg   22,880 円

紙パック 　  40kg   6.0 円 /kg   　　264 円

合計   97,064 円

令和７年９月古紙の売払金額

有 

料 

広 

告
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11月

市町村 火災 救助 救急 市町村 火災 救助 救急 市町村 火災 救助 救急

木島平村 １ 0 19 野沢温泉村 0 １ 32 その他 0 １ ７

飯山市 １ １ 119 栄村 0 １ 10 《合計》 ２ ４ 187

件 件 件 件 件件 件件 件９月の出動件数（岳北消防本部）

予 防 接 種

再確認 時には必要 うたがう火

【10 月 20 日㈪～ 11 月 19 日㈬】

◉ 10 月 30 日㈭　10：30 ～
　※曜日と時間にご注意ください。
　「リトミックを楽しもう♪」
　音楽に合わせて親子で体を動か
　して遊びます。
◉ 11月４日㈫　９：45 ～
　「親子ふれあい遊び（運動）」
　マットやトンネルなどを使って、
　親子で体を動かします。
◉ 11 月11日㈫　10：00 ～
　※時間にご注意ください。
　「薬剤師さんに聴いてみよう !!」
　乳幼児の薬の飲ませ方などにつ
　いてお話を聴きます。
◉ 11 月18 日㈫　９：45 ～
　「親子ふれあい遊び（製作）」
　季節に合わせたものや、お子さ
　んと遊べるものなど、簡単な製作
　を楽しみましょう。

おひさま広場

おひさま教室

す人
権
か
る
た

BCG 予防接種

6

木

7

金
　

戦
没
者
・ 

満
州
開
拓
殉
難
者
追
悼
平
和
祈
念
式

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

9
時
30
分
～
11
時
30
分

8

土　

人
権
が
尊
重
さ
れ
る
村
民
の
集
い　

13
時
30
分
～
15
時
40
分

9

日　

議
会
カ
フ
ェ　

10
時
～
17
時

10

月

11

火　

12

水　

民
生
児
童
委
員
協
議
会　

14
時
～

13

木

14

金　

地
区
づ
く
り
懇
談
会
（
庚
）
18
時
～

15

土

16

日　

17

月

18

火

19

水

20

木
　

健
康
相
談
・
介
護
相
談　

９
時
～
11
時

広
報
配
布
日

家
庭
の
日

て
き
だ
な  

み
ん
な
で
遊
ぶ  

休
み
時
間

受付：13：00 ～ 13：15
場所：保健センター
◉ B 型肝炎・ロタウイルス
　　　　　　　  　 ：10 月 27 日㈪

日にち：10 月 20 日㈪
場所：木島平クリニック
受付：11：45 ～ 12：00
対象：令和７年 3 月生

うまれ

保護者同士の交流の場として、おひさ
ま保育園プレイルームを開放します。
日時：月曜日～金曜日（保育園開所日）
　　9：00 ～ 11：30

◉ 10 月 21日㈫　9：45 ～
　「はじめての木育スタート講座②」
　木の積み木作りに挑戦します。

◉ 10 月 28 日㈫　9：45 ～
　「かおり先生の食育教室」
　保育園のメニューをもとにした離
　乳食などを紹介します。
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　今議会に村から提案された［承認１件、予算案８件、認定案 10 件、条例案１件、事件
案４件、人事案３件］は、すべて可決・認定・同意しました。また、陳情１件も審査しま
した。賛否の分かれた議案は 34 ページに掲載しています。
　認定案の令和６年度決算については、全議員による「予算決算常任委員会」において
審議しました。決算の概要は、広報４、５ページをご覧ください。
　なお、決算に対し、勝山卓

たかし

 代表監査委員から次のとおり意見報告がありました。
　８月 29 日の本会議「監査報告」から抜粋して掲載します。

令和６年度決算１億5,889万円の黒字

村債については、令和６年度の発行額が２億 410 万９千円、元利償還金残高は
定期償還に加え繰上償還等を実施し、前年度末の 89.3％となる 27 億 3,998 万１千円
となった。基金については４億 4,107 万３千円の取崩しを行ったが、基金積立も実施
し、基金残高は前年度末より 4,089 万３千円増の 101.4％で、29 億 5,083 万６千円と
なり、基金残高が村債残高より上回った。

実質公債費比率が 11.0％で前年度対比 2.2 ポイント改善された。実質公債費比率は
令和３年度をピークに減少に転じ、今後も緩やかに下降していくものと予想されてい
る。しかしながら、財政状態は依然として厳しい状況が見込まれることから、今後も
総合的な判断のもと、実質公債費比率が 18％を超えることがないよう計画的に対応
されたい。また、地方公共団体財政健全化法（※左ページ下段）によるその他３指標
についても、引き続き数値に注視し、健全な財政状態の維持を図られたい。

監査意見【総括として】（抜粋）

監査意見【財政の構造として 】

⑤　事務処理の適正化対策については、内部けん制機能を活かすことが重要である。
各業務の事務処理が適正に行われているか複数職員によるチェックを確実に行い、
情報を共有するなど、内部けん制の強化により事務処理ミスの防止に努められたい。

④　村有財産賃貸借契約や村の受託事業契約で契約期間が既に終了しており、契約の
更新手続きがされていないものが認められた。ほかにも同様の案件がないか改めて
確認し、適正に事務処理をされたい。

②　各所管で実施している補助事業について、補助金交付要綱等を定めずに補助金
交付事務が行われていた事例が認められた。規定が定められていないものは整備し、
適正に事務処理をされたい。

③　木島平ジャンプ競技場について、トレーニングや大会の開催等の利用がほとんど
なく、選手育成の施設としての目的が達成できていない状況の中、施設の老朽化も進み
更に維持管理費が多額になることが懸念される。今後の施設のあり方について早急に
検討されたい。

①　本年度の村税の不納欠損額は、現年度分と過年度分合わせ
て 1,179 万３千円となっている。その要因を再度検証し、今後
も公平性・平等性の観点と財源確保のため、引き続き回収に
努力されたい。
　なお、不納欠損処理は最終手段であり、不納欠損処理につな
がらないよう、滞納が発生した際は初期の段階で早期回収に
努められたい。勝山代表監査委員勝山代表監査委員
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　　　　　　　　　　　令和７年度一般会計補正予算（第５号）１億4,668万円増額（総額 43億
9,846万円）について、予算決算常任委員会から馬曲温泉への運営補助金1,000万円のうち500万円を
減額する修正案を提示し、賛成多数で可決しました。減額修正の理由は「老朽化等により施設の多くが
使用できない状況にあり、露天風呂のみの運営では、冬季及び次年度の経営改善の見通しが十分見込め
ない。過度な支出は住民の理解が得られないと考え、当面は冬前までの概ね３か月が妥当と判断した
ため」です。補正予算の主な内容は、以下に抜粋してお知らせします。（千円以下を四捨五入）

補正予算

総務課

民生課

産業課

ピック
　　アップ

・借入金の繰上償還金等　6,634万円
・地域活性化起業人(副業型) ※委託契約に関係する経費　150万円
　（目的：早稲田大学等、連携大学との交流推進）
・Jアラート(災害対策)機器更新　　454万円(地方債活用)
・定額減税追加分(令和６年所得の確定に伴う不足額給付) 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 1,354万円(国費)

・障がい者自立支援(補装具更新ほか) 320万円（国・県費含む）
・住民票等のコンビニ交付システム環境変更委託料　108万円

・農業後継者への育成奨励金(１人分増額) 　   100万円
・有害鳥獣対策(捕獲活動費見直しに伴う増額) 109万円(県費含む)
・堆肥センター修繕費　　　　　　　　　 　　260万円
・商工費補助金(申請件数の増加に伴う) 　         100万円
・学生合宿補助(申請件数の増加に伴う) 　        130万円
・馬曲温泉の運営補助金　　　　　　　　 　　500万円
・旧にこにこファーム施設解体工事 追加分　　583万円

建設課
・越

こ え ど ば し

渡橋修繕費(増工に伴う)　385万円   ・下水道事業への繰出金(電気代高騰に伴う)    443万円
・道路修繕費(修繕箇所増加に伴う)　337万円

①実質赤字比率（生じていません）
　�　普通会計を対象とした実質赤字額の標準財政

規模に対する比率。

②連結実質赤字比率（生じていません）
　�　一般会計、特別会計、公営企業会計を含めた全て

の会計を対象とした実質赤字額の標準財政規模
に対する比率。

　　財政の「全体像」をとらえるのがこの指標の目的。

　地方自治体の財政破
は た ん

綻を早い段階で防止することを目的とした法律に基づく財政状況を示す指標
です。公表される財政指標は下記の①～④で、（　 ）内は令和６年度決算の状況です。
　なお、４指標とも、数値が大きいほど財政状況は悪いとされます。

※地方公共団体財政健全化法による「４指標」とは…

※地域活性化起業人（副業型）
　�　これまでの起業人は「企業

派遣型」で、所属企業と村と
の契約。受入先で、月の半分
以上勤務が要件。

　�　新たな起業人（副業型）は、
企業に所属する社員 ( 個人 )
と契約。月１日以上村に滞在
し、勤務は月４日以上が要件。

産業企画室
・道の駅ファームス木島平 調査委託費等　294万円
　(アスベスト調査、再配置する場合の比較資料作成のための調査ほか)
・アンテナショップ新鮮屋(エアコン更新・家賃値上げほか)　129万円
・空き家活用・除却補助金(申請件数増加に伴う)　200万円   

③実質公債費比率（11.0％）
　�　村の普通会計が負担する元利償還金及び準元

利償還金の標準財政規模を基本とした額に対す
る比率。この比率が18％を超えると、新たな
借金をするときに国や県の許可が必要。

④将来負担比率（生じていません）
　�　土地開発公社や村が損失補償をする出資法人

なども含め、一般会計が将来負担すべき負債の
標準財政規模に対する比率。

減額修正可決
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●賃貸集合住宅建設工事を決定
　令和７年度　木島平村賃貸集合住宅建設工事をサンタキザワ・湯本特定建設工事共同企業体と
5,940万円で締結しました。

事件

＜集合住宅の概要＞
　・住所：木島平村大字穂高3115番地５、６（ヒルズタウン御殿）
　・構造：木造２階建て（１棟４戸）
　・延床面積：52.25坪　   １階25.7坪（85.31㎡）　Ａタイプ35.59㎡　２戸
　　　　　　　　　　　　２階26.5坪（87.79㎡）　Ｂタイプ48.95㎡　２戸
　・設備：バストイレ別、多機能オートバス、浴室乾燥機、温水洗浄便座、エアコン２か所、
　　　　　洗面化粧台、ガス給湯、ＴＶ付インターフォン

●固定資産評価審査委員会委員の選任
　氏名：小林広明さん（南鴨）　任期：令和７年10月３日から３年間

人事

●教育委員会委員の任命
　氏名：芳川文

ふ み こ

子さん（馬曲）　任期：令和７年10月１日から４年間（再任）

●固定資産評価審査委員会委員の選任
　氏名：小林広

ひ ろ あ き

明さん（南鴨）　任期：令和７年10月３日から３年間

●教育長の任命
　氏名：関　孝

た か し

志さん（西町）　任期：令和７年10月１日から３年間（再任）

　　　　　　令和５年度の実質公債費比率は13.2％（県平均は6.3％）で、県下の自治体で２番目に良くない
数値。事業支出を後年度に回し、地方自治体の単年度主義を軽視し、過度に地方債等借入に依存する姿勢の
表れと考える。
　ファームス木島平は、検討委員会を立ち上げ、サウンディング調査で検討されたが、十分村民の意見や
要望を組み込むことができないまま再整備計画として立案し、３月に説明会やパブリックコメントを村民
に求めたが、結果として計画の見直しが余儀なくされた。
　補助金交付要綱等を定めず交付された事案があること、村有財産賃貸契約や村の受託事業契約ですでに
終了し契約の更新手続きがされていない事案があることについて監査委員から指摘があり、条例等に基づく
厳正な事務執行、コンプライアンスの厳守の姿勢に欠けていたと考える。

不認定
討論 令和６年度一般会計決算に対する討論（要旨抜粋）　　　　　  　山浦　登　議員

 ≪賛 否 の 分 か れ た 議 案 の 結 果≫

議　　案

議　　員　　名
採
決
結
果

関
　 

達
夫

湯
本 

直
木

湯
本 

行
浩

山
本 

隆
樹

山
浦
　 

登

丸
山 

邦
久

江
田 

宏
子

山
﨑 

栄
喜

令和７年度一般会計補正予算（第５号）修正案 ○ × ○ ○ ○ × ○ ○ 可決

令和６年度木島平村一般会計決算について ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ 認定

■表の説明：〇賛成、×反対　　（議長は議決に参加しないため、議員名から外しています）
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「令和７年９月定例会の審査意見」
委員会に付託された議案について審査し、次の意見をまとめました。
村の対応は、12 月議会定例会の初日に報告されます。

【予算決算常任委員会】

地域活性化起業人（副業型）の新規採用にあたり、
早稲田大学の学生提案の活用や他大学との連携
を通じ、関係人口・交流人口の増加につながる
よう、より一層、取組みの充実を図られたい。

【令和７年度補正予算に対して】

【令和６年度決算に対して】

当初予算の計上漏れによる補正が複数見られた。
より慎重に業務を行い、ケアレスミスの防止に
努められたい。

全 課

各事業の経費が増えている現状がある。各課
において課題を先送りせず、真摯に向き合い、
職員の知恵や工夫による事業の見直しや改善
により、経費の抑制に努められたい。

「地域おこし協力隊」は、地域活性化とともに、
移住定住促進を目的とした制度である。効果的
に導入している自治体に学び、農業や教育分野
など、各課において地域活性化に資する人材の
採用に向け、積極的な導入を検討されたい。

「調布市派遣職員」の事業において、姉妹都市
交流のより一層の拡大・推進を図られたい。
併せて、アンテナショップとしての「新鮮屋」
のあり方について、早急に検討を進められ
たい。

総務課

ジャンプ台については、安全面の観点からも
廃止も視野に検討されたい。

生涯学習課

河川内に繁茂した草木の伐採・撤去は、景観
や治水機能の維持に加え、熊の被害防止にも
資する重要な取組みである。県に対し、積極的
に対応を要望されたい。

建設課

「地域公共交通のあり方」 の検討は喫緊の
課題である。公共ライドシェアの導入や広域
連携の可能性も含め、財政負担の軽減に向け
た多様な手法について、研究・検討を進めら
れたい。

産業課

「堆肥センター」については、現施設を長期
に維持するほど多額の経費負担を要すること
から、早急に方針を示し、次の手段に移行
できるよう努められたい。

「森の再生事業」については、村内外に広く
周 知・PR を 行 い、 賛 同 者 を 増 や す こ と で、
誘客や関係人口の拡大につながるよう取り組
まれたい。

「市民農園」については、管理状況や事業効果
を精査し、今後のあり方を検討されたい。

「観光交流センター」については、会議室の
利用緩和など、施設の活用促進に向けたあり方
を検討されたい。

「カヤの平」の施設運営については、利用者
が増えるような対策を講じられたい。
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６月定例会以降の議会活動
議会では、定例会以外に、研修や村議会独自の議会活動などを行っています。
６月定例会から９月定例会までの議会活動についてピックアップして掲載します。

今年６月１日付けで、観光振興局の事務局長候補として地域おこし協力隊に着任した松森さんと、
議員一人ひとりが懇談しました。

松森さんから、①議員の多様性があり、議会運営を考えた時、多彩な観点が生かされている。②多様
な視点の中でも「観光」と「農業」が村の柱であり、持続可能な村の取組みに期待する考えは一致して
いる。③議員と村（行政）の関係として、それぞれの役割がある。木島平村くらいの規模であれば、
役割を超えて協力し合うスタンスも重要と考える。私自身も役割の枠を決めずに、様々な方々と協働
して業務を進めていきたい。との感想をいただきました。

松森さんには、各議員の視点、村の課題等をふまえ、木島平村観光振興局を中心に、ローカルベンチャー
（持続可能な地域経済の構築等）を生み出していただくことを期待します。

なお、松森さんは、９月１日に観光振興局の事務局長に就任しました。

地域おこし協力隊　松森正彦さんとの懇談（６月）

みなさんからの請願・陳情
受理番号 件　　名 審査結果 対応

陳情第６号 免税軽油制度の継続を求める陳情 採択
衆・参議院議長、内閣総理大臣、総務大臣、
法務大臣、財務大臣、農林水産大臣、国土交通
大臣、観光庁長官あてに意見書を提出。

議員からの発議
受理番号 件　　名 結果 対応

陳情第４号
柏崎刈羽原発再稼働見直しと隣接
する長野県民の意思の確認を求める
意見書の提出について

可決
原子力規制庁長官、東京電力代表執行役社長、
長野県知事、長野県議会議長あてに意見書を
提出。

　最新の法改正に関するセミナーに参加し、議員として注視すべきポイントについて学びました。
　講師は自治体での実務経験を持つ法律の専門家で、制度改正の背景やその目的、自治体運営や議会
活動への具体的な影響について、解説してくださいました。特に、地方分権の進展やカスタマーハラス
メント対策、災害対応体制の強化、選挙制度の見直しなど、自治体が直面する重要課題が取り上げられ、
議員としての責務や対応の在り方を見直す貴重な機会となりました。今後の政策立案や住民対応に、
今回得た知見をしっかりと活かしてまいります。

最新の法改正にみる自治体の課題と対応セミナー（８月５日）オンライン

今回のテーマは、早稲田大学デモクラシー研究所代表 中村健氏
による「地方創生の鍵は議会にある～議会改革度調査より～」
と、日本科学技術ジャーナリスト会議会長 室山哲也氏による

「生成 AI の衝撃。人工知能時代をどう生き抜くか」でした。
地域活性化に果たす議会の役割や県下の議会が抱えている

課題や問題を多くの事例に基づき解説、提案されました。また、
今やあらゆる場面で活用されている生成 AI 人工知能の機能と
日常生活の中で果たす役割と課題についてわかり易く解説され
ました。これからの時代、議会活動や日常生活をどのように
進めるのか、今までとは異なる視点で考える必要を感じた研修
会でした。

町村議会議長会議員研修（７月14日）松本市

町村議会議員研修会場の様子町村議会議員研修会場の様子
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議会改革特別委員会の取組みの一つとして、議会のことを知っていただくための「しおり」を作成しました。
議会と聞くと、「何をしているかわからない」「難しい」というイメージをお持ちの方も多いのではないで

しょうか。
議会は、村民の代表である議員が、村がより良くなるように公正公平な立場で、

村の将来や村民の身近な生活に関わることなどを話し合い、村の意思を決定する
重要なところです。

「木島平村議会のしおり」をご覧いただき、少しでも議会のことを知って
いただけたら幸いです。

◆◇◆「木島平村議会のしおり」を作成しました ◆◇◆

▲木島平村議会のしおり
村公式ウェブサイトに掲
載しています。

　「議会って何をやっているの？」「議員ってどんな人？」「村のことを話したい」など、
気軽に議員と話してみませんか。
　議会改革の一環として、議会、議員を知っていただく機会として計画しました。
　小さなお子さん連れでも、お茶を飲みに来るだけでも、どなたでも大歓迎です。
　ご都合の良い時間に、お気軽にお越しください。

■開 催 日　　11 月９日（日）
■開催時間　　午前 10 時 00 分～午後５時 00 分（担当議員は下表のとおり）
■開催場所　　若者センター研修室

※担当議員は、変更となる場合があります。

開催時間 担当議員名

午前 10 時～正午 関　　達夫 山本　隆樹 江田　宏子

午後１時～午後３時 湯本　直木 山浦　　登 山﨑　栄喜

午後３時～午後５時 湯本　行浩 丸山　邦久 勝山　　正

議会カフェ 開催します♪

　今年は水不足だったため、北信地域の下表６か所の「農業資産」を巡ってきました。
　農業資産とは、おいしい農産物を育むために欠かせない農業用水を運ぶ「水路」や農業用水・雨水
をためておく「ため池」、地形を巧みに利用した階段状に作られた「棚田」などの農地や農業用施設
のことで、身近なところに存在しています。
　ため池の水不足を感じましたが、下流の稲は順調に成熟しており、用水路など灌

か ん が い

漑設備の改良、
管理が進められてきた地域力を改めて感じました。

～北信地域の農業資産巡り～ （９月 10 日～ 11 日）産業建設常任委員会視察

①天
あ ま い け

池（栄村）
　　農業用ため池

②北竜湖（飯山市）
　　農業用ため池

③野沢沖の棚田（野沢温泉村）
　　圃場整備による棚田

④上
う わ せ ぎ

堰の円筒分水 ( ケヤキの森公園上部 )
　　41.25 対 58.75 の正確な割合分水

⑤坪
つ ぼ ね せ ぎ

根堰（山ノ内町）
　　農業用水路

⑥浜津ヶ池（中野市）
　　農業用ため池

申込不要
参加費無料
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１　湯本　直木
①(一社)木島平村観光振興局について
②(一財)木島平村農業振興公社について
③社会福祉法人木島平村社会福祉協議会について
④６月議会一般質問の答弁について、その後の
　対応は

２　湯本　行浩
①若者流出と働く場の不足を踏まえた施策
　について
②観光から村民の福利厚生へ

３　山浦　　登　※当日、体調不良により欠席
①村道30号線(スキー場線)の安全対策について
②小学生通学路の安全確保について
③令和６年度一般会計特別会計決算について
④地球温暖化防止と異常気象対策について

４　江田　宏子
①「ファームス木島平再整備計画」のその後の
　状況について ※前日に同様の質問があったため、取り下げ
②「馬曲温泉」の施設の状況と対応について
③「堆肥センター」のあり方について
④「地域公共交通」の検討状況について

各議員の一般質問の項目
９月３日・４日に７人が一般質問を行いました。質問・答弁の要旨は来月（11月号）の議会だよりに掲載します。

１　山﨑　栄喜
①人口減少時代に対応した村づくりを
②馬曲温泉等に対する補助金(交付金)について

２　関　達夫
①区の支援策を厚くしてほしい
②やまびこの丘ジュニアサッカー場に
　にぎわいを
③観光振興で元気を取り戻せるか
④ファームス木島平再整備について

３　丸山　邦久
①そばの振興策について
②渇水対策について

４　山本　隆樹
①今後の「空き家対策」の推進は

第２日目（９月４日）第１日目（９月３日）

【村からの提出案件】
６月13日
　○協議事項　・持続可能なまちづくりに向けた
　　　　　　　　可能性調査等の実施について
６月30日　
　○協議事項　・馬曲温泉の状況について
７月17日
　○協議事項　・馬曲温泉の状況について
７月23日
　○協議事項　・馬曲温泉の状況について
７月31日
　○協議事項　・馬曲温泉の状況について
　○報告事項　・少雨による渇水対策について
８月21日
　○協議事項　・馬曲温泉の状況について
　○報告事項　・任期満了に伴う人事案件について
　　　　　　　・損害賠償の額を定める専決処分の
　　　　　　　　報告について
８月29日
　○協議事項　・馬曲温泉の状況について

議会全員協議会
【議員間での協議事項】
６月30日
　○協議事項　・調布市・木島平村姉妹都市
　　　　　　　　議員交流について
　　　　　　　・県特別豪雪地帯指定市町村議会
　　　　　　　　協議会提出議題について
７月31日
　○協議事項　・公的団体の経営状況について
　（農業振興公社、観光振興局、社会福祉協議会）
８月８日
　○協議事項　・馬曲温泉の状況について
８月21日
　○協議事項　・北信建設事務所との意見交換会に
　　　　　　　　ついて
９月29日
　○協議事項　・議会カフェについて
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【12月議会定例会】
　　開　会　日　11 月 28 日（金）
　　一般質問①　12 月 ４日（木）
　　一般質問②　12 月 ５ 日（金）
　　閉　会　日　12 月 12 日（金）

次回定例会の開催予定

　11月12日（水）午後５時
　　議会事務局へ直接お持ちいただき、
　　事務局員に説明をお願いします。

請願・陳情の受付締切日※現時点での予定です。

議会だより編集委員

委 　 員 　 長　江田宏子

副委員長　山本隆樹

委　　員　山浦　登　

　　　　　関　達夫　

　　　　　湯本直木

　　　　　湯本行浩

定例会・臨時会の会議録は、どなたでもご覧いただけます

会議録は、定例会・臨時会の本会議記録を載せています。
次の場所・方法で閲覧できます。
・役場２階の議会事務局での閲覧（平日午前８：30 ～午後5：15）
・村公式ウェブサイトに掲載

木島平村 で検索して、次のように進んでください。

※９月定例会会議録は、現在作成中のため次回定例会までに掲載予定です。

公式ウェブサイト（トップページ下段）の 木島平村議会  →  会議録

スマートフォン・タブレット
からは、ＱＲコードの読取り
でご覧いただけます。

議会を傍聴しませんか

本会議は、どなたでも傍聴できます。
傍聴席は、役場２階 議場後方が入口です。
また、本会議は、ふう太ネットで生放送および再放送を

しています。
開会日と閉会日の再放送は、当日の午後７時からです。

一般質問の再放送は、ふう太ネット番組表または音声放送
等でご確認ください。

7070
歳（
古
希
）に
な
っ
た
。
想
像

歳（
古
希
）に
な
っ
た
。
想
像

し
て
い
た
古
希
の
姿
よ
り
、
心
も

し
て
い
た
古
希
の
姿
よ
り
、
心
も

体
も
若
い
と
感
じ
て
い
る
。

体
も
若
い
と
感
じ
て
い
る
。

生
ま
れ
育
っ
た
本
村
の
気
候
風

生
ま
れ
育
っ
た
本
村
の
気
候
風

土
が
、
心
身
に
合
っ
て
い
る
こ
と

土
が
、
心
身
に
合
っ
て
い
る
こ
と

は
も
ち
ろ
ん
だ
が
、令
和
３
年
５
月

は
も
ち
ろ
ん
だ
が
、令
和
３
年
５
月

か
ら
始
め
た
山
城
の
ぼ
り
の
影
響

か
ら
始
め
た
山
城
の
ぼ
り
の
影
響

も
大
き
い
。
毎
月
一
回
決
行
し
、

も
大
き
い
。
毎
月
一
回
決
行
し
、

善
光
寺
平
を
中
心
に
約

善
光
寺
平
を
中
心
に
約
5050
城
を
城
を

制
覇
し
た
。

制
覇
し
た
。

武
田
氏
の
山
城
研
究
家
の
馬
場

武
田
氏
の
山
城
研
究
家
の
馬
場

廣
幸
先
生
と
知
己
を
得
た
こ
と
に

廣
幸
先
生
と
知
己
を
得
た
こ
と
に

よ
る
が
、
本
村
の
Ｋ
氏
・
Ｙ
氏
の

よ
る
が
、
本
村
の
Ｋ
氏
・
Ｙ
氏
の

４
人
で
登
っ
て
い
る
。

４
人
で
登
っ
て
い
る
。

今
年
の
７
月
と
８
月
は
、
あ
ま

今
年
の
７
月
と
８
月
は
、
あ
ま

り
の
猛
暑
だ
っ
た
の
で
、
山
城
は

り
の
猛
暑
だ
っ
た
の
で
、
山
城
は

や
め
て
、
小
菅
の
奥
社
と
須
坂
の

や
め
て
、
小
菅
の
奥
社
と
須
坂
の

米
子
大
瀑
布
に
行
っ
た
。
こ
れ
に

米
子
大
瀑
布
に
行
っ
た
。
こ
れ
に

は
妻
も
連
れ
て
行
っ
た
。

は
妻
も
連
れ
て
行
っ
た
。

妻
と
は
今
年
の
４
月
、
松
江
城
、

妻
と
は
今
年
の
４
月
、
松
江
城
、

鳥
取
県
の
米
子
城
、兵
庫
県
の（
天

鳥
取
県
の
米
子
城
、兵
庫
県
の（
天

空
の
城
）
竹
田
城
、
姫
路
城
、
彦

空
の
城
）
竹
田
城
、
姫
路
城
、
彦

根
城
、
犬
山
城
に
行
っ
た
。

根
城
、
犬
山
城
に
行
っ
た
。

1010
月
に
は
山
梨
県
の
大
菩
薩
嶺

月
に
は
山
梨
県
の
大
菩
薩
嶺

（
２
０
５
７
ｍ
）
の
登
頂
を
目
指

（
２
０
５
７
ｍ
）
の
登
頂
を
目
指

し
て
い
る
。

し
て
い
る
。

二
人
で
山
や
山
城
に
行
き
な
が

二
人
で
山
や
山
城
に
行
き
な
が

ら
筋
力
を
つ
け
、
健
や
か
に
暮
ら

ら
筋
力
を
つ
け
、
健
や
か
に
暮
ら

し
た
い
と
願
っ
て
い
る
。

し
た
い
と
願
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　

く
に
ぴ
ょ
ん

　
　
　
　
　
　
　

く
に
ぴ
ょ
ん

議
員
の

議
員
の

　
　
ひ
と
り
ご
と

　
　
ひ
と
り
ご
と

ちょっと
いっぷく
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安
心
し
て
子
育
て
で
き

～
安
心
し
て
子
育
て
で
き    

誰
も
が
学
び
続
け
ら
れ
る
～

誰
も
が
学
び
続
け
ら
れ
る
～

誰
も
が
暮
ら
し
や
す
い
持
続
可
能
な
村

誰
も
が
暮
ら
し
や
す
い
持
続
可
能
な
村
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９
月
５
日
、
第
２
回
社
会
人
権
同
和
教

育
研
修
講
座
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
講
師

は
、
長
野
保
護
観
察
所
企
画
調
整
課
長
の

清
野
智と

も
あ
き明

さ
ん
で
し
た
。

演
題
は
「
更
生
保
護
と
再
犯
防
止
の
推

進
～
犯
罪
か
ら
立
ち
直
ろ
う
と
す
る
人
を

見
守
る
地
域
～
」
で
、
保
護
観
察
所
で
の

自
身
の
体
験
と
重
ね
合
わ
せ
な
が
ら
、
お

話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

更
生
保
護
の
役
割
と
し
て
、
次
の
点
が

上
げ
ら
れ
ま
す
。
①
再
び
罪
を
犯
さ
な
い

よ
う
立
ち
直
り
を
支
え
る
。
②
社
会
の
一

員
と
し
て
、
自
立
で
き
る
よ
う
支
援
す
る
。

③
犯
罪
や
非
行
を
し
た
人
に
つ
い
て
国
民

の
理
解
を
深
め
、
再
び
犯
罪
や
非
行
に
陥

ら
な
い
環
境
づ
く
り
に
努
め
る
。

以
上
の
役
割
を
ふ
ま
え
、
講
演
の
中
で

最
も
強
調
さ
れ
た
こ
と
は
、「
罪
を
犯
し
た

人
の
立
ち
直
り
の
た
め
に
は
、
周
囲
の
人

た
ち
や
地
域
社
会
の
温
か
な
ま
な
ざ
し
と

見
守
り
が
大
切
で
あ
る
」
と
い
う
点
で
す
。

犯
罪
を
犯
し
た
人
は
、
罪
を
償

つ
ぐ
な

っ
た
後
、

社
会
に
戻
っ
て
き
ま
す
。
そ
う
し
た
人
た
ち

が
、
犯
罪
や
非
行
を
起
こ
す
サ
イ
ク
ル
を

断
ち
切
り
、
再
犯
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
迎

え
入
れ
る
地
域
住
民
が
、
温
か
な
ま
な
ざ

し
と
見
守
る
気
持
ち
を
持
ち
、
地
域
に
迎

え
入
れ
よ
う
と
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

参
加
者
の
皆
さ
ん
か
ら
は
、
次
の
よ
う

な
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

〇�

犯
罪
の
防
止
と
再
発
防
止
に
は
、
地
域

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
支
え
合
い

が
大
切
だ
と
あ
ら
た
め
て
感
じ
た
。

〇�

地
域
で
見
守
り
、
再
犯
防
止
を
行
う
こ

と
が
、
何
よ
り
も
大
切
な
こ
と
だ
と
わ

か
っ
た
。
一
人
一
人
は
小
さ
く
て
も
、

で
き
る
こ
と
を
実
行
す
る
こ
と
が
大
切

で
あ
る
と
思
っ
た
。

〇�

地
域
で
の
温
か
な
見
守
り
が
再
犯
防
止

に
つ
な
が
る
こ
と
を
知
り
、
大
切
な
取

り
組
み
だ
と
思
っ
た
。

一
人
一
人
が
感
じ
取
ら
れ
た
こ
と
を
大
切

に
し
て
、
更
生
保
護
と
再
犯
防
止
の
推
進

に
取
り
組
ん
で
行
く
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

第
11
回
と
な
る
村
民
ゴ
ル
フ
大
会
が

９
月
６
日
、
斑
尾
高
原
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽

部
を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
４
組
15
人
で
し
た
。

　

好
天
に
恵
ま
れ
、
絶
好
の
コ
ン
デ
ィ

シ
ョ
ン
の
中
で
参
加
者
そ
れ
ぞ
れ
が
親
睦

を
深
め
て
い
ま
し
た
。

◇
成
績
（
敬
称
略
）

　

優　

勝　

岡
田
春は

る
お夫
（
村
内
勤
務
）

　

準
優
勝　

小
松
宏ひ

ろ
か
ず和
（
中
町
）

　

３　

位　

丸
山
幸ゆ

き
ひ
ろ博
（
北
鴨
）

思
い
っ
き
り
飛
ば
そ
う

村
民
ゴ
ル
フ
大
会

村
民
ゴ
ル
フ
大
会

第
２
回

第
２
回  
社
会
人
権
同
和
教
育
研
修
講
座

社
会
人
権
同
和
教
育
研
修
講
座

結果表彰式表彰式

熱心に講演を聞く参加者の皆さん熱心に講演を聞く参加者の皆さん

講師の清野智明さん講師の清野智明さん

～
更
生
保
護
と
再
犯
防
止
の
推
進
～

～
更
生
保
護
と
再
犯
防
止
の
推
進
～
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シ
ニ
ア
学
級
第
４
回
せ
っ
こ
塾
を
８
月

27
日
に
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
教
養
セ
ミ
ナ
ー
の
テ
ー
マ
は

「
村
内
研
修
・
自
然
」、
木
島
平
自
然
学
校

の
丸
山
孝こ

う
じ治
さ
ん
と
小
林
勝ま

さ
る

さ
ん
の
２
名

を
講
師
に
『
涼
を
求
め
て
カ
ヤ
の
平
高
原

～
八は

っ

剣け
ん
ざ
ん山

登
山
～
』
と
し
て
、
残
暑
が
残

る
カ
ヤ
の
平
高
原
の
ブ
ナ
林
・
北
ド
ブ

湿
原
を
散
策
し
、
ゆ
っ
く
り
と
八
剣
山

（
１
６
７
５
・
８
ｍ
）
を
登
り
ま
し
た
。

　

塾
生
の
皆
さ
ん
は
、
最
後
ま
で
元
気
に

約
６
㎞
の
行
程
を
歩
き
通
し
ま
し
た
。

　

10
月
の
第
６
回
せ
っ
こ
塾
、
教
養
セ
ミ

ナ
ー
の
テ
ー
マ
は
「
村
外
研
修
・
歴
史
」、

村
の
根
塚
遺
跡
は
弥
生
時
代
の
遺
跡
で
す

が
、
新
潟
県
津
南
町
の
農
と
縄
文
の
体
験

実
習
館
「
な
じ
ょ
も
ん
」
と
10
月
18
日

オ
ー
プ
ン
し
た
ば
か
り
の
埋
蔵
文
化
財
セ

ン
タ
ー
「
う
も
れ
あ
」
で
縄
文
時
代
を
体

験
し
ま
す
。

◆
日
時　

10
月
22
日
（
水
）

　
　
　
　

午
前
９
時
か
ら
午
後
３
時

◆
講
師　

生
涯
学
習
課　

室
正し

ょ
う
い
ち一
主
任

◆
内
容　

縄
文
土
器
の
見
学
・
勾ま

が
た
ま玉
作
り

第
４
回

第
４
回  

せ
っ
こ
塾

せ
っ
こ
塾

シ
ニ
ア
学
級

シ
ニ
ア
学
級

10
月
の
第
６
回
せ
っ
こ
塾

開
催

ブナ林を歩くブナ林を歩く北ドブ湿原を散策北ドブ湿原を散策

八剣山山頂にて八剣山山頂にて

９
月
７
日
に
、
こ
ど
も
ス
ポ
ー
ツ
教
室

３
番
目
の
種
目
と
な
る
テ
ィ
ー
ボ
ー
ル
を

ケ
ヤ
キ
の
森
公
園
屋
内
運
動
場
で
行
い
ま

し
た
。

テ
ィ
ー
ボ
ー
ル
は
、
止
ま
っ
て
い
る

ボ
ー
ル
を
、
ホ
ー
ム
ベ
ー
ス
上
の
バ
ッ

テ
ィ
ン
グ
テ
ィ
ー
に
乗
せ
て
打
つ
野
球
に

似
た
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。
ピ
ッ
チ
ャ
ー
が
い

な
い
た
め
、
だ
れ
で
も
簡
単
に
ボ
ー
ル
を

打
つ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
日
は
、
長
野
県
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協

会
の
荒
井
政ま

さ
ひ
ろ弘
さ
ん
か
ら
指
導
い
た
だ
き

ま
し
た
。

教
室
の
前
半
は
、
準
備
運
動
を
兼
ね
た

ジ
ャ
ン
プ
運
動
を
行
っ
た
後
、
ボ
ー
ル

を
上
に
投
げ
て
捕
る
、
三
角
コ
ー
ン
や

投
げ
た
大
玉
に
向
け
て
ボ
ー
ル
を
当
て

る
、
バ
ッ
ト
を
振
る
、
テ
ィ
ー
に
ボ
ー
ル

を
セ
ッ
ト
し
て
打
つ
な
ど
、
投
げ
る
・
打

つ
・
捕
る
の
一
通
り
を
や
り
ま
し
た
。

教
室
の
後
半
は
試
合
を
行
い
ま
し
た
。

最
初
に
ル
ー
ル
を
教
え
て
も
ら
い
、
ジ
ャ

ン
ケ
ン
で
先
攻
・
後
攻
を
決
め
攻
撃
、
守

備
に
分
か
れ
て
試
合
を
行
い
ま
し
た
。

思
い
っ
き
り
打
ち
全
力
で
走
り
、
ど
ん

ど
ん
上
達
し
ま
し
た
。
点
数
が
入
る
た
び

に
歓
声
が
上
が
り
楽
し
い
教
室
と
な
り
ま

し
た
。

～
テ
ィ
ー
ボ
ー
ル
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
～

～
テ
ィ
ー
ボ
ー
ル
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
～バットを振る練習バットを振る練習ボールを打つボールを打つ コーンにボールを当てるコーンにボールを当てる

こ
ど
も
ス
ポ
ー
ツ
教
室
２
０
２
５

こ
ど
も
ス
ポ
ー
ツ
教
室
２
０
２
５

※
せ
っ
こ
塾
の
塾
生
を
随
時
募
集
し
て
い

ま
す
。
希
望
が
あ
り
ま
し
た
ら
木
島
平
村

公
民
館
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

☎
０
２
６
９
（
82
）
２
０
４
１
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【
日
時
】

10
月
25
日
（
土
）
午
前
８
時
45
分
か
ら

【
場
所
】

木
島
平
村
体
育
館
・
若
者
セ
ン
タ
ー
・
芝
生

広
場
・
保
健
セ
ン
タ
ー
・
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
周
辺
ほ
か

【
内
容
】

〇
文
化
祭
〇
商
工
祭
〇
Ｊ
Ａ
な
が
の
木
島
平

支
所
ビ
ビ
ッ
ド
祭
〇
ふ
れ
あ
い
広
場
〇
人
権

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
〇
農
業
祭
・
健
康
ま
つ
り

〇
環
境
フ
ェ
ア
〇
図
書
館
ま
つ
り　

な
ど

　

各
種
展
示
・
販
売
、
芸
能
発
表
会
、
催
し

物
な
ど
、
当
日
は
皆
さ
ん
で
会
場
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。

※
詳
細
は
、
折
込
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

芸能発表会芸能発表会

【
日
時
】
11
月
８
日
（
土
）

午
後
１
時
30
分
か
ら
午
後
３
時
40
分

【
会
場
】
若
者
セ
ン
タ
ー
研
修
室

【
内
容
】

○
開
会
行
事　

午
後
1
時
30
分
か
ら

○
大
会
行
事　

午
後
1
時
40
分
か
ら

　

・
行
政
報
告

　

・
雪
ん
子
人
権
子
ど
も
会
の
発
表

○
講
演
会　
　

午
後
２
時
10
分
か
ら

　
「
い
の
ち
と
尊
厳
を
守
り
合
う
た
め
に

　

～
震
災
・
災
害
伝
承
の
現
場
か
ら
～
」

　
　
　

講
師　

武
田
真し

ん
い
ち一
さ
ん

　
（
公
益
財
団
法
人「
３
・
11
メ
モ
リ

　

ア
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
理
事
）

○
大
会
宣
言　

午
後
３
時
35
分
か
ら

○
閉
会　
　
　

午
後
３
時
40
分

※
詳
細
は
、
折
込
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

第46回 村民祭開催について

第
49
回
　

人
権
が
尊
重
さ
れ
る
村
民

の
集
い
開
催
に
つ
い
て

昨年度、最優秀賞、優秀賞を受賞した中学生の作品を紹介します。学年は令和６年度の応募時のものです。

人権意識の高揚をめざすポスター展人権意識の高揚をめざすポスター展 小学生
の部

〈
優
秀
賞
〉
髙
山
祐ゆ

う
せ
い聖

さ
ん
（
６
年
）

文化祭文化祭

雪ん子人権子ども会発表雪ん子人権子ども会発表

〈
優
秀
賞
〉
梅
嵜
友ゆ

い結
さ
ん
（
６
年
）

〈
優
秀
賞
〉
嘉
生
咲さ

き希
さ
ん
（
６
年
）

〈優秀賞〉鈴木佐
さ わ

和さん（６年） 〈優秀賞〉岡本珠
み か こ

加子さん（６年）

（最優秀賞）小林愛
ま な か

佳さん（６年）
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今月の一冊

図書館だより図書館だより

☆児童図書児童図書☆

☆新着図書新着図書☆

ちっちゃな図書館 往郷911-7若者センター内　☎82-3111(内線206)　月曜日休館
開館時間・平日9時～17時45分／土日祝8時30分～17時15分

木島平小学校　教諭 原田　航
わたる

「何か本を紹介して」と言われたら、私はとりあえず真っ先にこの本を勧
めます。小さいころから大好きな本です。
ひょんなことから住んでいた街から遠く離れ、東京の下町に迷い込んでし
まった飼いねこ「ルドルフ」。そこで出会ったのは、人間の文字が読めるノ
ラねこ「イッパイアッテナ」だった――。イッパイアッテナからノラねこの
生き方や人間の文字を教えてもらいながら、ルドルフがもといた街への帰り
方を模索するお話です。小学校高学年くらいから読めると思います。
ねこの主人公の視点から描かれるため、夏目漱石の『吾輩は猫である』の
ような人間たちの様子を一歩離れて客観的に見る物語でもありながら、人間
たちとの関わりを保って生きていくノラねこのたくましさも感じられる物語
です。
お話の中で、ルドルフは人間の文字を読めるようになってきますが、文字
を使ってともだちのねこをからかってしまいます。知識や技術を得ただけではだめで、それらの使い
方を考えてこそ、はじめてそれが「教養」たりえるということを教えてくれます。
教養の価値、学び続けることの大切さに気付かされる一作です。機会がありましたら、ぜひ続編も
あわせてご覧ください。

シ
リ
ー
ズ
　

シ
リ
ー
ズ
　
木木おお

島島らら

平平ほほ

のの
方方こ
と
ば

こ
と
ば言言
⑮⑮

～
な
っ
ち
ょ
だ
え
～

～
な
っ
ち
ょ
だ
え
～

ルドルフと
イッパイアッテナ

作：斎藤 洋
ひろし

「
ち
っ
と
秋
ら
し
く
な
っ
た
っ
け
ん
、
な
っ
ち
ょ

だ
え
。」

　
少
し
ば
か
り
秋
ら
し
く
な
り
ま
し
た
が
、

お
変
わ
り
な
い
で
す
か
。

「
わ
え
ら
う
ち
の
子
、
と
び
っ
く
ら
は
え
な

あ
。」

あ
な
た
の
家
の
子
、
か
け
っ
こ
が
速
い
で
す

ね
。

「
あ
り
ゃ
あ
と
ご
ざ
ん
す
。
お
め
の
う
ち
の
子

と
リ
レ
ー
や
る
せ
っ
て
た
で
。」

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
あ
な
た
の
家

の
子
と
リ
レ
ー
を
や
る
と
言
っ
て
い
ま
し
た

よ
。

「
そ
っ
か
、
お
ら
や
ろ
足
ず
れ
っ
け
ん
リ
レ
ー

出
る
ん
か
。
そ
ん
じ
ゃ
、
み
ん
な
で
運
動
会

え
か
ん
じ
ゃ
い
け
ね
な
。」

　
そ
う
で
す
か
、
私
の
子
は
足
が
遅
い
け
ど

リ
レ
ー
に
で
る
の
で
す
か
。
そ
れ
で
は
、
皆

で
運
動
会
に
行
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
ね
。

「
ご
っ
つ
ぉ
持
っ
て
、
ば
あ
さ
も
つ
ん
て
、
み

ん
な
で
え
ぐ
さ
。」

　
ご
馳
走
を
持
っ
て
、
お
ば
あ
さ
ん
も
連
れ

て
、
皆
で
行
こ
う
。

うかぶかな？しずむかな？（川
か わ む ら

村康
や す ふ み

文）　山
や ま

に登
の ぼ

る（星
ほ し の

野秀
ひ で き

樹）　放
ほ う か ご

課後ミステリクラブ1（知
ち ね ん

念実
み き と

希人）
パインさんのむらさきのいえ（レオナード・ケスラー）　いちにちなぞのいきもの（ふくべあきひろ／かわしまななえ）

笠原将弘ごはんを極める（笠原将
ま さ ひ ろ

弘）　リクと暮らせば（大崎梢
こずえ

）　堕
お

ちた儀式の記録（斉
い み ず な

砂波
な み と

人）
花咲く街の少女たち（青波杏

あ ん

）　翠
す い う

雨の人（伊与原新
し ん

）　まろ丸伊勢参り（畠中恵
めぐみ

）　リペアラー（大沢在
あ り ま さ

昌）
生きる言葉（俵万

ま ち

智）　四
し い が い

維街一号に暮らす五人（楊
よ う

双
ふ た ご

子）　となりの史学（加藤陽
よ う こ

子）　まんぷくモンゴル！（鈴木裕
ゆ う こ

子）
介護離職が頭をよぎったら整えたい仕事・家庭・自分自身のこと（和

わ き

氣美
み え

枝） 難聴の悩み解消法（坂田英
ひ で あ き

明）
お金も時間もムダにしないシニアのためのリフォーム（阿部一

か ず お

雄）　これからの森林学入門（太田祐
ゆ う こ

子，他）
一瞬で数字をつかむ！概算・暗算トレーニング（堀口智

と も ゆ き

之）　認定理学療法士による肩が100倍動くようになる教科書（俵伊
い ぶ き

吹）
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発行：社会福祉法人
　　　　木島平村社会福祉協議会
住所：木島平村大字往郷908-3
ＴＥＬ：0269（82）4888

10/15㈬ 〇集まろう！
　通いの場「ピース」

10/16㈭ 〇安心買い物ツアー

10/22㈬ 〇ふれあいランチ

10/25㈯ 〇ふれあい広場

11/５㈬

○心配ごと相談
　（相談員…調停委員・
　 民生児童委員）
○集まろう！
　通いの場「ピース」

11/12㈬ 〇ふれあいランチ

11/19㈬ 〇安心買い物ツアー

11/20㈭ 〇集まろう！
　通いの場「ピース」

11/25㈫ ○希望の旅
　「じょんのび」

11/26㈬ 〇ふれあいランチ

社協の予定社協の予定
10/15 ～ 11/3010/15 ～ 11/30

　共同募金は「じぶんの町を良くするしくみ」として、すべての
方が安心して暮らしていくためのまちづくりを目指し、さまざま
な福祉活動を支援しています。

赤
い
羽
根
共
同
募
金
運
動
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

● 10 月は赤い羽根共同募金運動の活動強化月間です

●募集方法 全戸配布の募金用封筒、職場や学校での募金、事業所募金、
村内募金箱など

村内の募金

長
野
県
共
同
募
金
会

〈木島平村社協配分〉
啓発事業、敬老訪問
多世代交流事業
福祉協力校支援

〈広域的な活動に配分〉
施設整備、自動車の購入事業
安心安全なまちづくり支援

送金

分配

分配

ふれあい広場ふれあい広場
1010月月2525日（土） 日（土） ９９時〜時〜１４１４時時

社協デイサービスセンター周辺社協デイサービスセンター周辺

と　き

ところ

内　容 ・つくしの家 製品、食品販売・つくしの家 製品、食品販売
・こどもまつり・こどもまつり～芝生広場～～芝生広場～
・各種模擬店・各種模擬店
・ふれあいステージ・ふれあいステージ
　　　　　　　　　など　　　　　　　　　など

募
金
箱

のの開 催
お
知
ら
せ

木島平村社協
公式ウェブサイト



社協だより 2025.10（No.381）

45

【９月１０日】
・ごはん　・鮭フライ
・インゲンのごま和え　
・はるさめサラダ
・なすの肉味噌かけ

・一人暮らしの高齢者、障がい者
・高齢者、障がい者のみの世帯
・昼間、高齢者、障がい者のみとなる世帯

対象となる方は下記のとおりです対象となる方は下記のとおりです

第２、４水曜日を活動日とし、
地域ボランティアの協力のもと
配食サービスを行っています。
１食：４００円
昼食のみ（１１時～１２時の間に
お届けします）

ふれあいランチだより

【９月２４日】　
・ごはん　
・ハンバーグ　
・芋なます
・厚揚げとちくわの煮付
・きゅうりの浅漬け

調理に興味のある方、配達にご協力いただける方
を募集しています。一緒に活動してみませんか。
問合せ：社協☎0269（82）4888

ふれあいランチボランティア募集ふれあいランチボランティア募集

栄養豊富な、手作
りお弁当はいかが
ですか？
ご利用を希望され
る方は、木島平村
社協 尾澤までご
連絡ください。

　普段出かける機会の少な
い障がいのある方や介護が
必要な方、一緒に出掛けま
せんか。

　今年度は、日帰り旅行として、「善光寺」へ
出かけます。食事はホテル犀北館でいただき
ます。
と　き：11月25日（火）
　　　　９:00～15:00（予定）
ところ：善光寺　ホテル犀北館
参加費：一人2,000円
対象者：村内在住の身体障がい者（3級以上）
　　　　知的障がい者（療育手帳）
　　　　精神障がい者（保健福祉手帳）
　　　　介護保険要介護度２以上
付き添い：介護者・ボランティア
申し込み〆切り：11月４日（火）
申込み・問い合わせ：社会福祉協議会
　　　　　　　　　　電話（８２）４８８８

障がい者希望の旅障がい者希望の旅
  「じょんのび」  「じょんのび」

　9 月 26 日に若者センターを会場に〝る・れるポイント〟事業
説明会を開催しました。
　当日は、地域のボランティア登録者をはじめ、村議会議員等 23
名にご参加いただき、〝る・れるポイント〟を立ち上げた経緯やこ
れまでに活動してきた内容を事例紹介しました。
　家族の在り方が様々な形となる中で、自身では解決が難しい悩み
を抱える住民が増えています。自分のできる範囲で、地域に貢献し
ませんか？
　木島平村社協では、支え手となるボランティアを随時募集してい
ます。

　支える方も、支えられる方も互いに支え合う地域へ、を
あいことばにした事業。
　支えるの「る」支えられるの「れる」を結び付けた
〝る・れるポイント〟事業です。
　「ちょっと困った…」と助けが必要な時、無償ではお願
いしづらいと感じる方がいる一方、　過分なお礼をいただ
いてしまい気が引けると感じる方も・・・。
　そんな時は〝地域の困りごと〟と〝ボランティア活動〟
をつなぎ、地域の支えあいを推進する〝る・れるポイント〟
をご活用ください。
　ボランティアの力でお悩みを解決します。
　日常生活を送る中で起こるちょっとした困った…
（例）ゴミ出し、電池・電球の交換、季節家電の出し入れ
や通院送迎・院内介助、託児などの専門性の高い悩みなど
を支えています。
　ご興味のある方は社会福祉協議会　電話（82）4888
までお問合せ下さい。

参加者
募集

る・れるポイント事業
説明会開催しました。

ちょっとした困りごとをサポートちょっとした困りごとをサポート
する仕組みが社協にあります。する仕組みが社協にあります。



 

　

 小林  澪
み お

青ちゃん
 我が家の

 令和５年８月 16 日生まれ

（南鴨区/憲
としかず

和さん・千
ち か

佳さん）

２歳くらいのお子さんを大募集！掲載されたご家庭に
は、ふう太ネットでの放送を収録したDVDまたはBD
のどちらか１枚と広報誌３冊をプレゼントします。詳
しくは政策情報係（内線114）までご連絡ください！

世帯と人口 １０月 1 日現在
（令和２年国勢調査に基づく推計値）

1,928（+2） 2,062（± 0） 3,990（+2）1,525（± 0）

　

歌
を
歌
っ
た
り
お
絵
描
き
や
水
遊

び
を
し
た
り
す
る
こ
と
が
好
き
な
澪

青
ち
ゃ
ん
。

　

着
替
え
が
一
人
で
で
き
る
よ
う
に

頑
張
っ
て
い
ま
す
。

自然劇場

◆令和７年 10 月 15 日（毎月 1 回発行）　　◆有限会社 高錦堂印刷所

◆発行／木島平村 〒 389-2392 長野県下高井郡木島平村大字往郷 914 番地６  ☎ 0269（82）3111  

　木島平村公式ウェブサイト  自然劇場きじま平　http://www.vill.kijimadaira.lg.jp/

10 月掲載承諾分動きの人人人人
※氏名の一部に常用漢字を使用・敬称略で記載

373

ごめいふくをお祈りします

 

木島平村と LINE でつながりませんか

【登録者数 2,000 人突破！】

　村の防災や子育て、イベント情
報などホットな話題を迅速にお届
けします。

村
長
ひ
と
こ
と
（
113
）

女

性

総

理

　

相
変
わ
ら
ず
、
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
が
世
界
を
振
り
回
し
て
い

ま
す
。「
そ
ん
な
こ
と
を
言
っ
て
い
い
の
か
」
と
思
う
よ
う
な
発

言
も
多
々
あ
り
ま
す
。
日
本
で
は
、
ち
ょ
っ
と
し
た
言
葉
遣
い

で
も
問
題
発
言
と
し
て
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
ま
す
が
、
自
由

の
国
ア
メ
リ
カ
で
は
発
言
に
対
し
て
寛
容
で
す
。
た
だ
し
、
大

統
領
自
身
は
自
分
の
意
に
沿
う
か
ど
う
か
で
相
手
へ
の
対
応
が

異
な
り
ま
す
。
各
地
で
続
く
戦
争
や
紛
争
の
解
決
に
も
取
組
ん

で
い
ま
す
が
、そ
れ
が
真
に
世
界
平
和
を
願
っ
て
の
行
動
で
あ
り
、

ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
狙
い
で
な
い
こ
と
を
願
い
た
い
も
の
で
す
。

今
の
日
本
で
は
、
物
価
や
税
・
社
会
保
険
料
の
負
担
増
な

ど
課
題
が
山
積
し
て
い
ま
す
が
、
多
く
は
国
内
だ
け
で
は
解
決

で
き
ま
せ
ん
。
円
相
場
や
輸
出
入
、
資
源
の
分
配
な
ど
、
様
々

な
事
柄
が
私
た
ち
の
暮
ら
し
に
直
接
・
間
接
に
関
わ
っ
て
き
ま

す
。
ア
メ
リ
カ
に
限
ら
ず
、
世
界
に
は
自
国
主
義
の
国
も
多
く

あ
り
ま
す
。
そ
う
し
た
中
で
、
日
本
の
考
え
を
し
っ
か
り
主
張

で
き
る
か
ど
う
か
が
問
わ
れ
て
お
り
、
外
交
が
国
民
生
活
に
大

き
な
関
わ
り
を
持
つ
時
代
で
す
。

そ
ん
な
中
、
自
民
党
総
裁
に
初
め
て
女
性
が
就
任
し
ま
し

た
。
こ
の
原
稿
執
筆
時
で
は
ま
だ
で
す
が
、
初
の
女
性
総
理
大

臣
の
誕
生
が
確
実
視
さ
れ
て
い
ま
す
。
第
１
０
４
代
、
実
人
数

66
人
目
に
し
て
、
つ
い
に
ガ
ラ
ス
の
天
井
を
破
り
ま
す
。
政
策

と
実
行
力
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
は
い
え
、
女
性
リ
ー
ダ
ー
の

誕
生
は
対
外
的
に
も
大
き
な
変
革
で
す
。
就
任
後
に
は
ト
ラ
ン

プ
大
統
領
と
の
会
談
が
控
え
て
い
ま
す
。

　

政
治
や
経
済
分
野
で
女
性
の
活
躍
は
ま
だ
少
な
い
と
言
わ
れ

ま
す
が
、
今
回
の
出
来
事
は
一
つ
の
契
機
に
な
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
家
庭
で
も
女
性
が
主
導
権
を
握
っ
た
ほ
う
が
内
外
と
も

に
上
手
く
い
く
こ
と
が
多
々
あ
る
、
そ
う
思
わ
れ
る
方
も
多
い

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　  ９   . ２          平　沢     　本山　信
の ぶ こ

子　　   （86）
　  ９   . ８          中　村     　田中　立

た つ こ

子　　   （94）
　  ９   .29          南　鴨     　尾澤　正

まさのり

功　　   （79）

木
島
平
村
長　

日
䑓　

正
博
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